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関西を拠点とした
インバウンド需要の獲得に向けて

西日本旅客鉄道株式会社
取締役兼常務執行役員総合企画本部長 緒方　文人

2016 年の訪日外国人旅行者数は、2,403 万人と過
去最高を記録しました。当社においても受入態勢の
整備や訪日専用商品の拡充などにより、中期経営計
画 2017 で目標としていた 100 万人のご利用を 2 年
前倒しで達成することができ、本年度は 125 万人の
ご利用を目標としています。これらは政府あげてのイ
ンバウンド戦略による訪日旅行者増という追い風に
よるところが大きいと思っています。特にこの数年間
の関西国際空港の伸びは顕著で、当社のみならずその
経済波及効果は大きく、関西経済全体の牽引力となっ
ていると思います。ここに地域全体の継続したプロ
モーションと LCC 誘致をはじめとする関西国際空港
の機能強化に努めてこられた関係者の方々の並々な
らぬご尽力に厚く感謝申し上げたいと思います。

当社は「関西エリアパス」などインバウンド専
用商品を設定し、関西全体の周遊観光の促進に取組
んでいます。加えて今年度全国に先駆け、地域内の
鉄道やバス事業者を 1 枚の IC カードで利用出来る

「関西ワンパス」を発売できたことは、公共交通の
利用促進のみならず、関西全域の活性化に繋がるこ
とと感謝するとともに、実現にご尽力いただきまし
た関西経済連合会、近畿運輸局をはじめとする関係
者の方々に改めて御礼申し上げたいと思います。

政府目標である訪日外国人旅行者数 2020 年
4,000 万人、2030 年 6,000 万人を今後達成する
ために、関西国際空港の国際線の増便は不可欠で
あると考えています。新たな運営体制のもと、本
年第 2 ターミナルビル（国際線）を開業されたこ
とは、大変喜ばしいことであり大いに期待してい

ます。加えて、地方部への誘客も大切であり、特
に東京〜大阪間のゴールデンルートに集中する需
要を地方に広げていく事が非常に重要であると考
えます。当社は新幹線をはじめとした高速鉄道網
を保有しており、首都圏、北陸、中国、九州を結
ぶ広域周遊観光やそれらの地域と関西を結ぶ役割
を他の交通機関とともに果たすことも責務と考え
ています。現在設定している「JR ウエストレール
パス」、「瀬戸内エリアパス」、「大阪・東京『北陸アー
チパス』」、「高山・北陸エリア周遊きっぷ」なども
地元自治体や観光関連事業者の方々のご協力をい
ただきながらブラッシュアップを図り、地方部を
含めた広域周遊を促進していきたいと思います。

当社は関西国際空港と大阪及び京都間のアク
セスを担う事業者として、特急「はるか」車両の
Wi-Fi 整備、高槻駅停車、増便などを行ってきまし
たが、いよいよ 2023 年には北梅田駅（仮称）が開
業します。これにより、大阪駅周辺及びうめきたエ
リアを関西国際空港と直接結ぶことができます。あ
わせて、案内サイン、観光案内機能、手ぶら観光の
推進、駅や列車内の Wi-Fi などの受入態勢も新たな
技術を活用しながら更に進めてまいります。

ラグビーワールドカップ、2020年東京オリンピッ
ク・パラリンピック、2021 年ワールドマスターズ
ゲームと来たるビッグイベントに向けて、鉄道事業
の安全性向上を基盤としながらより質の高いサービ
スを提供することで、海外からお越しのお客様の更
なる拡大を図り、関西全体、日本全体の経済発展に
貢献できるよう全力で取組んでいく所存です。
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関西国際空港
●年末年始、中国・アジア方面が堅調

日航、全日空、格安航空会社（LCC）ピーチ・アビエーションの 3 社は 1 月 5 日、関西空港
の年末年始期間（12 月 22 日〜 1 月 3 日）の利用実績を発表した。国際線の旅客数は、全日空
が 18% 増の約 2 万 1,000 人、ピーチが 15% 増の約 4 万 8,000 人で、日航も前年同期並みの約
2 万 7,000 人だった。中国・アジア方面を中心に堅調だった。

●関西エアポート社長「第1ターミナル改修検討」
山谷佳之関西エアポート社長とエマヌエル・ムノント副社長は 1 月 6 日までに日本経済新聞

社のインタビューに応じ「第 1 ターミナルの効率化が大切」とし「2016 年後半に調査・検討を
始めた」ことを明らかにした。実際に改修するかどうかは今後判断する。

●着陸料引き下げへ、欧米便の増加めざす
関西エアポートは 1 月 6 日、関西空港の国際線で新規就航の航空会社や新設路線に対する着

陸料を 3 月下旬から引き下げる方針を固めた。関空の着陸料見直しは、同社が昨年 4 月に運営
を開始して以来初めて。便数が少ない欧米便など長距離路線誘致のてこ入れのほか、就航便を空
きのある時間帯に誘導し、混雑緩和を図る。 

●バニラ・エア、奄美大島線、3月就航
ANA ホールディングス傘下の LCC、バニラ・エアは 1 月 10 日、関西〜奄美大島線を 3 月

26 日に開設すると発表した。19 年ぶりの復活で、1 日 1 往復となる。機材はエアバス A320
型機（180 席）。

●2016年の外国人入国者数、初の600万人超
大阪入国管理局は 1 月 11 日、2016 年に関西空港から入国した外国人の数は前年比 21.5％増

の 609 万人（速報値）となったと発表した。1994 年の開港以来初めて 600 万人を超えた。
●年末年始の出入国者11％増の72万人,

大阪入国管理局は 1 月 11 日、年末年始（12 月 22 日〜 1 月 3 日）に関西空港から出入国し
た総数は前年同期比 11％増の 72 万 5,600 人だったと発表した。出国者のうち日本人は 12％増
の 14 万 8,920 人、入国者のうち外国人は 13％増の 20 万 7,690 人。渡航先では韓国の 9 万 3,990
人が最多。中国（7 万 5,610 人）、台湾（6 万 2,170 人）が続いた。

●空港型免税店、大阪出店を撤回
韓国のロッテグループや関西エアポートは大阪市内で今春の出店を目指していた空港型免税店

の計画を撤回した。ビックカメラなんば店内に開業する予定だったが、高額品の購入が落ち込む
など訪日外国人の消費行動が変わり、採算が合わないと判断した。

●保安検査せず女性通過許す
関西空港第 2 ターミナルで 1 月 18 日、税関職員が保安検査を受けさせないまま女性を出国

審査場まで通過させていたことが分かった。女性は搭乗直前だった家族に忘れ物の書類を渡した
が、一連の様子を他の職員が目撃して問題が発覚。乗客約 120 人の検査をやり直し、旅客機は

2017年1月１日～1月31日
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約 2 時間半遅れて出発した。
●ANAが上海貨物便を増便

ANA グループは 1 月 19 日発表した 2017 年度の航空輸送事業計画で関西〜上海の貨物専用
便を 3 月 26 日から週 2 便増便し 6 便にすることを盛り込んだ。

●リムジンバス、全路線が第2ターミナルに乗り入れ
関西空港リムジンバスを運行している関西国際空港リムジンバス等運営協議会の加盟 16 社は

1 月 19 日、第 2 ターミナルビルの拡張に伴い、リムジンバス全 25 路線を同ターミナルビルへ
乗り入れると発表した。 運賃は変わらない。

●ターキッシュエアラインズが撤退
トルコ航空大手ターキッシュエアラインズが、1 月末で関西〜イスタンブール線を廃止し関西

空港から撤退した。相次ぐテロで搭乗率が落ち込んでいるのが背景だが、同社便を使っての欧州
やアフリカ方面への乗り継ぎ需要は大きく、影響が懸念される。

ターキッシュエアラインズは成田空港と関空からイスタンブールを結ぶ 2 路線を運航し
2016 年の夏季ダイヤまではいずれも週 7 便だったが、冬季ダイヤから関空線が週 4 便に減便
となっていた。今回の撤退によって冬季ダイヤで週 29 便から 22 便まで減っていた関空の欧
州便は 18 便まで落ち込むことになり、旅行会社のパック企画にも影響が出そうだ。

●2016年の総旅客2,523万人、2年連続最多
関西エアポートは 1 月 25 日、2016 年の関西空港の総旅客数が前年比 9％増の 2,523 万人と

なり、2 年連続で過去最多を更新したと発表した。2,500 万人を突破したのは開港以来初。LCC
の路線拡大などにより、中国・韓国などアジア方面を中心にインバウンド（訪日外国人）が引き
続き増加し、全体を押し上げた。国際線外国人旅客数は、総旅客数のほぼ半分を占める 1,217
万人（同 21％増）となり、5 年連続で過去最多を更新した。減少が続いていた国際線日本人旅
客数が 638 万人（同 5％増）と 4 年ぶりに前年を上回ったことも寄与した。発着回数についても、
同 8％増の 17 万 7,109 回となり、3 年連続で過去最多を更新した。

12 月の利用実績は総旅客数が前年同月比 7％増の 206 万 1,846 人で、5 年 3 か月連続で前年
を上回った。

●ロシア便9年ぶり復活、4月からウラジオストク線
関西エアポートは 1 月 26 日、ロシアの大手航空会社 S7 航空が 4 月 28 日に関西〜ウラジオ

ストク線を開設すると発表した。関空を発着するロシア便は 2008 年夏以来、約 9 年ぶりとなる。
エアバス A320 型機（158 席）で週 2 便運航する。

●国際線LCC専用の第2ターミナルが開業
関西空港の LCC 専用国際線新ターミナル、第 2 ターミナルビル（国際線）が、1 月 28 日に

開業した。当初は関空を拠点とするピーチ・アビエーションのみが乗り入れ、3 月からは中国の
春秋航空も使用する。第 1 便は、この日迎えた中華圏の旧正月「春節」の休日を日本で過ごす
旅行客らを乗せた、香港発の便が到着した。

●第2ターミナルにキッズコーナー
関西エアポートは 1 月 28 日、関西空港第 2 ターミナル（国際線）にキッズ コーナーを設置

した。創立 20 周年を迎える関西国際空港ロータリークラブが、第 2 ターミナルビルの供用開始
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を記念して、キッズコーナー用遊具（ボーネルンド社製）を寄贈した。

空港
＝大阪空港＝

●2016年旅客、5年連続で増加
関西エアポートが 1 月 25 日発表した 2016 年の利用実績によると、国内線専用の大阪空港も

旅客数 1,492 万人（前年比 3％増）と 5 年連続で前年を上回った。　
＝神戸空港＝

●12月の搭乗者数13％増
神戸市は 1 月 11 日、神戸空港の 12 月の搭乗者数が、前 13.8％増の 22 万 5,033 人だった

と発表した。スカイマークが減便中だった長崎、茨城線を増便した効果で、7 か月連続で前年実
績を上回った。

●スカイマーク、仙台線再就航へ
スカイマークは、7 月 1 日に神戸〜仙台線を再開すると 1 月 20 日に発表した。経営破綻後の

路線再開は初めて。1 日 2 往復で約 1 年 8 か月ぶりに再開する。
＝成田国際空港＝

●2016年、外国人利用が日本人上回る
成田国際空港会社が 1 月 26 日に発表した運用状況によると、2016 年の国際線と国内線を合

わせた総旅客数は前年比 5％増の 3,905 万 3,652 人で、最高を記録した。国際線は 5％増の 3,204
万 9,076 人で、このうち日本人は 2％増の 1,330 万 606 人、外国人が 11％増の 1,392 万 866
人となり、外国人旅客が日本人を初めて上回った。

＝中部国際空港＝
●エアアジア、中部空港就航を3度目の延期 

LCC のエアアジア・ジャパンは 1 月 30 日、中部空港を拠点に予定していた定期路線の開設
時期を延期すると発表した。延期は 3 度目。中部〜札幌は 2017 年初め、中部〜台北は 17 年春
を目指していたが、新たな就航時期は未定。

航空
●年末年始の航空旅客数、国内外とも1割増 

国内航空各社は 1 月 5 日、年末年始（12 月 22 日〜 1 月 3 日）の利用実績を発表した。国内線、
国際線ともに旅客数は前年比約 1 割増だった。国内線は 12 月に北海道で大雪が降った影響で多
くの便が欠航したが、帰省需要が旺盛で前年度実績を上回った会社が多かった。国際線は前年度
にテロの影響で落ち込んだ欧州路線が回復した。

●旅行業協会、アウトバウンド促進へ協議会
日本旅行業協会は 1 月 6 日、日本人の海外旅行者を増やすための「アウトバウンド促進協議会」

を 2 月に設立すると発表した。旅行会社や航空会社、鉄道会社、ホテル運営会社、日本政府観
光局など約 100 の企業・団体で構成。フォーラムや講習会を開いて加盟社間で情報交換し、方
面別の旅行需要の喚起策を練る。

●ジェットスター上海線、認可下りず就航延期
LCC のジェットスター・ジャパンは 1 月 6 日、空港混雑を理由に中国当局の運航認可が下り

ないとして、1 月 23 日に予定していた成田〜上海の就航を延期すると発表した。
●ボーイング、16年納入14機減の748機 
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ボーイングは 1 月 6 日、2016 年の民間機納入は 748 機で、過去最高を記録した前年の 762
機と比べ14機減となったと発表した。12月末の受注残は5,715機で、最多となった前年の5,795
機より 80 機減少した。

●エアバス、民間航空機の納入数が688機で過去最高
エアバスは 1 月 11 日、2016 年の民間航空機部門の業績を発表した。82 社に対して 688 機

を納入し、前年比 8％上回る過去最高の引き渡し機数を記録した。12 月末時点の受注残数は
6,874 機にのぼる。

●ピーチが那覇〜バンコク線、東南アジアで初
LCC のピーチ・アビエーションは 1 月 12 日、那覇〜バンコク線の運航を 2 月 19 日に開始

すると発表した。週 7 便運航する。
●日航が羽田〜ニューヨーク線を開設

日本航空グループは 1 月 19 日、2017 年度の路線便数計画を発表した。国際線は羽田空港昼
間時間帯の国際線発着枠を活用し、4 月 1 日からニューヨーク線を開設する。これにより、国内
各地から北米への乗り継ぎ利便性が向上する。

●全日空機、新千歳空港で滑走路外れる
1 月 19 日正午ごろ、新千歳空港で秋田発の全日空 1831 便ボンバルディア DHC8―Q400 型

機（乗客乗員 25 人）が着陸時に滑走路を外れ、積雪の中で止まった。この影響で、滑走路 2 本
のうち 1 本が閉鎖された。

●MRJ引き渡し、2020年半ば、5度目の延期
三菱重工業は 1 月 23 日、子会社の三菱航空機が開発する国産ジェット旅客機 MRJ の初号機

引き渡しを 2020 年半ばに 2 年延期すると発表した。延期は 5 度目。安全性向上のため、部品
の設計見直しなどを迫られたのが理由。

●ボーイング決算、減収減益
米ボーイングが 1 月 25 日に発表した 2016 年 12 月期決算は純利益が前期比 5％減の 48 億

9,500万ドル。売上高も2％減の945億7,100万ドルだった。商用機で大型機の受注が振るわず、
納入も前の期に比べ 14 機少ない 748 機にとどまった。

●春節、中国人の旅行先　日本は人気2位
中国のオンライン旅行大手、携程旅行網（シートリップ）は 1 月 27 日からの春節（旧正月）

の大型連休の前後に海外を訪れる中国人旅行客が 600 万人に上り過去最高になるとの推計を発
表した。消費額は1,000億元（約1兆6,500億円）と予想。日本は渡航先ランキングで2位だった。

●全日空と日航が搭乗認めず、米入国禁止対象の利用客
トランプ米大統領が大統領令で、中東・アフリカの 7 か国の国民や難民の入国を一時禁止と

したことを受け、全日本空輸と日本航空は 1 月 30 日、対象の人の米国便への搭乗を原則として
断る方針を決めた。国際航空運送協会（IATA）が、大統領令の内容を世界の航空各社に周知し
たことを受けた措置。

●航空大手2社明暗、2016年4〜12月期決算
ANA ホールディングスと日本航空の航空大手 2 社の 2016 年 4 〜 12 月期連結決算が 1 月

31 日出そろった。円高や燃油サーチャージ引き下げなどの影響で売上高がともに前年同期比で
減収となったが、利益面では ANA が増益となった一方、日航は大幅な減益で明暗が分かれた。

関西
●NYタイムズ、「今年行くべき世界の52か所」に大阪選出
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ニューヨーク・タイムズは 1 月 4 日、「今年行くべき世界の場所 2017」に大阪を選んだ。12 回目
の選考だが、大阪が選ばれたのは初めて。道頓堀の写真を添えて「食を楽しめる街」と紹介された。

●百舌鳥・古市古墳群、世界遺産へ推薦を要望
百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産登録を目指す松井一郎大阪府知事や竹山修身堺市長ら、地

元 4 自治体のトップが 1 月 6 日、首相官邸などを訪れ、菅義偉官房長官や松野博一文部科学相、
宮田亮平文化庁長官に対し、2017 年度中に国として推薦を決め、2019 年の登録実現を求める
要望書を提出した。

●阪神電鉄、カプセルホテルを今秋開業
阪神電気鉄道は 1 月 10 日、カプセルホテルを運営するファーストキャビンと提携し、今秋を

めどにファーストキャビン阪神西梅田を開業すると発表した。2025 年までに阪神沿線を中心に
6 か所で開業を目指す。

●関経連会長に住友電工松本社長内定
関西経済連合会は 1 月 13 日、5 月に任期を終える森詳介会長（76）（関西電力相談役）の後

任に住友電気工業の松本正義社長（72）を起用する人事を発表した。松本氏は大阪市内で開い
た記者会見で、2025 年の国際博覧会（万博）の大阪誘致について「官民の交流を密にしていく
必要がある」と語った。

●百貨店免税販売1.4％減 
日本銀行大阪支店は 1 月 18 日、2016 年の関西の百貨店の免税売上高は、2015 年と比べ 1.4％

減の 557 億 7,000 万円だったと発表した。円高の進行や中国での税関検査の強化などの影響で
時計やブランド品といった高額品消費が落ち込み、2016年4月から7月連続で前年実績を下回っ
た。ただ 12 月は 2 割近く伸びるなど足元では回復の兆しが見え始めている。

●北大阪急行、箕面延伸の起工式
北大阪急行を千里中央駅から箕面市に 2.5km 延伸し、新たに「箕面船場」「新箕面」（いずれ

も仮称）の 2 駅を新設する工事の起工式が 1 月 19 日行われた。2020 年度の開業を目指す。
●来阪外国人客31％増の940万人

大阪観光局は 1 月 19 日、2016 年に大阪府を訪れた外国人観光客の推計値が前年比 31％増の 940
万 8,000 人で、過去最高を更新したと発表した。国・地域別では中国が 372 万 9,000 人、次いで韓
国の 157 万 7,000 人、台湾の 125 万 6,000 人と続く。韓国、香港からの客数は東京を上回った。

●うめきた2期の新推進協議会、2017年度に発足
2022 年ごろにまちびらきを予定している JR 大阪駅北側のうめきた 2 期区域について、大阪

府市と経済界などで構成する検討部会は 1 月 20 日、各種プロジェクトを先行実施するみどりと
イノベーションの融合拠点形成推進協議会を 2017 年度に発足させることを決めた。運営ノウハ
ウの蓄積とネットワーク構築を目指す。 

●京都鉄道博物館が文化圏大賞に
文化を通じて関西から日本を元気づけた人や団体に贈られる「関西元気文化圏賞」の 2016 年

の大賞が 1 月 23 日、京都鉄道博物館（京都市）に決まった。同館は 2016 年 4 月に開業した日
本最大級の鉄道博物館で、11 月時点で来館者が 100 万人を超えた。歴史的価値の高い蒸気機関
車の保存などが評価された。

●奈良・大阪の4市町、古道結び観光振興
奈良県香芝市と王寺、三郷両町、大阪府柏原市で構成する 2 市 2 町広域観光ルート整備推進

協議会が 1 月 23 日、初会合を開いた。府県境を越える古道などを観光ルートとして整備し、周
辺の観光地などと結ぶことで観光振興を図るのが目的。
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●「MICE」誘致へ新組織、大阪府市や経済団体
大阪府、大阪市、大阪観光局、経済 3 団体などは 1 月 24 日、国際会議や展示会といった MICE（マ

イス）を官民で誘致する推進委員会を 4 月に新設すると発表した。関西では初の大規模な誘致
組織となる。

●大阪、梅田駅の案内表示統一へ
大阪観光局は 1 月 24 日、大阪駅と梅田駅周辺の案内の表示を統一するため、官民の協議会を

年度内に設けることを明らかにした。府市に加え JR 西日本、阪急電鉄、阪神電気鉄道、大阪市
交通局など鉄道事業者も参加し、2018 年度の実現をめざす。

●訪日客の1人当たり消費額、近畿2016年は1.1％増 
三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティングが 1 月 24 日発表した 2016 年の近畿 2 府 4 県でのイン

バウンド（訪日外国人）の消費動向は、1 人当たりの消費額が前年比 1.1％増の 8 万 9,000 円だった。
●大阪府・市のIR推進会議に関西財界参加へ

松井大阪府知事と吉村洋文大阪市長、関西経済 3 団体のトップが 1 月 24 日開いた意見交換会は、
カジノを含む統合型リゾート施設（IR）の大阪誘致について協議。ギャンブル依存症対策などを話し
合うため府と市が 1 月末に設置する有識者の IR 推進会議に、経済 3 団体が参加することで合意した。

●首相「万博誘致、全力で」
大阪府などが誘致を目指す 2025 年万博について、安倍晋三首相は 1 月 24 日の衆議院代表質

問で「立候補が正式に決まれば、全力で誘致に取り組む」と述べた。
●神戸で国際港湾会議、開港150年目記念

神戸港開港 150 年目を記念し、神戸市は 2 月 13、14 日、世界の姉妹港や近隣のアジア諸港
など 17 の国と地域から港湾関係者を招いて「神戸国際港湾会議」を開くと 1 月 25 日発表した。
各港に連携強化を呼び掛けるなどして、神戸港の活性化につなげる。

●IR誘致、経済効果年6,300億円、府が試算 
大阪府は 1 月 26 日、カジノを中心とした統合型リゾート（IR）を大阪湾の人工島、夢洲に誘

致した場合の経済効果を盛り込んだ報告書を公表した。全面開業を想定する 2030 年までに、開
発に伴う経済効果が計 1 兆 3,300 億円、開業後はカジノやホテルの運営や飲食などで年 6,300
億円の効果が得られると試算した。

●訪日客に細やかサービス　道頓堀ホテル運営会社に「関西経営品質賞」
関西生産性本部は 1 月 26 日、世界に誇る優れた経営を行う関西企業をたたえる「関西経営品

質賞」の 2016 年度の受賞企業を発表した。シルバーに大阪市中央区で「道頓堀ホテル」を運営
する王宮が選ばれた。無料国際電話の設置など、訪日外国人客のニーズに応じたきめこまかなサー
ビスを実現している点などが評価された。

●兵庫県知事、IR大阪誘致に賛成表明
関西などの府県と政令市で構成する関西広域連合の井戸敏三連合長（兵庫県知事）は 1 月 26

日開かれた関西経済界との意見交換会で、大阪府などが大阪湾の人工島・夢洲への誘致を目指す
カジノを含む統合型リゾート施設について「ギャンブル依存症対策を徹底的に議論して健全な
IR を推進することによって、大阪湾の拠点をさらにつくっていく基本方向は大賛成」と述べた。

●大阪市長「なにわ筋線、30年開業」見通し
新大阪〜関西空港のアクセス向上のため、大阪駅北側の「うめきた」と難波を南北に結ぶなに

わ筋線に関し、吉村大阪市長は 1 月 26 日の定例記者会見で、JR 西日本と南海電鉄の協議が決
着すれば 2030 年ごろ開業するとの見通しを表明した。

●大阪モノレール「彩都線」、府が延伸断念
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茨木、箕面両市にまたがるニュータウン、彩都に乗り入れる大阪モノレール彩都線（万博記念
公園駅〜彩都西駅、6.9km）について、大阪府は 1 月 27 日に開いた幹部会議で、彩都西駅から
東部地区への延伸を断念する方針を決めた。当初計画されていた東部地区の住宅開発が見込めな
くなり、延伸しても採算が取れないと判断した。

●京都・兵庫など5府県が人口転出超
総務省が 1 月 31 日発表した住民基本台帳に基づく 2016 年の人口移動報告で、大阪府を除

く近畿 5 府県が転出超過となった。大阪府は 2 年連続の転入超過だが、超過数は 1,794 人と
2015 年に比べて 502 人減った。京都府と兵庫県の転出超は 5 年連続となる。

●万博会場整備費、府市で折半を決定
大阪府と大阪市は 1 月 31 日に開いた副首都推進本部会議で、誘致を目指す 2025 年万博の会

場建設費などの自治体負担分について、府市で折半する方針を確認した。府は会場建設費を約
1,200 億〜 1,300 億円と試算しており、国と経済界、府市で 3 分の 1 ずつの等分負担を想定。
府と市は約 200 億円ずつの負担となる。万博会場となる夢洲に乗り入れる市営地下鉄中央線の
延伸経費について吉村大阪市長は IR 事業者にも応分の負担を求めていく考えを示した。

このほか、2020 年の国内開催が決まっている国連最大の犯罪防止・刑事司法分野の国際会議
「国連犯罪防止・刑事司法会議」（コングレス）を府市一体で誘致する方針を確認した。

●経団連会長「万博誘致支援いろんな形で」 
経団連の榊原定征会長は 1 月 31 日、大阪市内で記者会見し大阪府が誘致を目指す 2025 年万

博について「成長戦略として日本全体で取り組むべきで、経団連もいろんな形で後押ししていく」
と強調した。

国
●環境省、レンジャー倍増へ

環境省は国立公園を訪れる外国人観光客数を 2015 年の 430 万人から、2020 年には 1,000
万人に増やす目標を掲げており、全国 33 の国立公園に配置するレンジャー（自然保護官）を今
後4年間で現在の約100人から倍増させることを決めた。　新年度中にまず25人増員する方針。

●国交省、地方空港をペアで調査
国土交通省は 1 月 10 日、乗客数が低迷している地方空港間の航空路線の活性化を目指し、出

発地と到着地をペアにした実証調査を行う方針を決めた。産業構造などで共通点を持つ都市間の
交流を促して乗客増を図る取り組みをモデル的に実施し、効果を検証する。

●2016年訪日客、2,403万人で歴代最高
日本政府観光局が 1 月 17 日に発表した訪日外客数 2016 年推計値によると、訪日客数は前年

比 21.8％増の 2,403 万 9,000 人で、統計を取り始めた 1964 年以降過去最高を記録した。
●国交相、日航の路線開設制限「延長せず」 

石井啓一国土交通相は1月20日の閣議後の記者会見で日本航空の路線開設を制限する指針（通
称 8.10 ペーパー）について「2016 年度末までの措置という認識。新年度に 8.10 ペーパーに
相当する文書を出す予定はない」と述べた。

●トランプ米大統領が就任
昨年 11 月の米大統領選に勝利した共和党ドナルド・トランプ氏が 1 月 20 日、米国の第 45

代大統領に就任した。就任演説では、「米国第一」を繰り返して「貿易、税制、移民、外交に関
するあらゆる決定は、米国の労働者や家族の利益になるようにする」と宣言。「国境を守る」と
も述べ、崇高な理念よりも、現実的な自国優先主義をうたった。
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■はじめに
FedEx の清澤と申します。私は、FedEx の

日本とグァム等を含む北太平洋関係の営業を統
括しています。

本題に入る前に二つほどお願いがあります。
一点は、前回の定例会ではピーチ・アビエー
ションの井上様の講演がありましたが、資料を
拝見すると、非常にカラフルですてきな女性達
が写っており楽しそうでした。私どもはそれに
比べるとそれほど華々しい世界でもなく、貨物
なので資料も地味です。今回は少し地味な内容
ですがお許しいただきたいと思います。

二点目は、FedEx は今四半期ごとの決算の
発表前という時期で、会社の数字などの公表が
できません。基本的にその時期には公共の場で
の講演等は全部お断りしていますが、関西空港
調査会のご依頼ということでお話しをさせてい
ただくことにしました。

■ FedEx の現在
皆様方のご支援やご協力をいただき、2014

年4月 に 関 西 空 港 の2期 島 に FedEx North 
Pacific Regional Hub――フェデックス北太
平洋地区ハブと呼んでいますが――をオープン
することができました。2期島のピーチさんが
使われている第2ターミナルの向かいに私ども
の拠点があります。二期島に着陸して1期島の
第1ターミナルに行くときに座席の右側窓から
FedEx の飛行機がずらっとならんでいます。

●と　き　2016年12月14日（水）　　●ところ 　大阪キャッスルホテル6階　鳳凰・白鳥の間

フェデックスエクスプレスコーポレーション
取締役

最近の航空貨物の傾向と課題

清澤　正弘 氏

第439回定例会

そのような場所に拠点を設けています。
おかげさまで2年半たち、順調にオペレー

ションが推移してきています。24時間稼働で
昼間も運航していますが、だいたい夜が一番忙
しく、夜10時頃に出る飛行に始まり、深夜2時
半や朝6時、それから午前10時頃まで、1日い
ろんな時間に飛行機が発着しています。現在、
週約50便運航しています。関西空港で週50
便、貨物機としては最大便数をもっています。
定期便は 1日8便でアメリカ行きが4便です。
アジア方面は、アジアの拠点である杭州に行く
フライト、上海に直行で行くフライト、ヨーロッ
パは成田を経由してパリに行くフライトと、成
田を経由してまたアジアのほうに飛んでいくフ
ライトなど、8便のフライトを定期便として、
それ以外に日によって異なるフライトが若干あ
ります。最近は忙しいシーズンなので、臨時便
が週末になるとやってきて、たまった貨物を積
んで帰って行く、そんなオペレーションなの
で、50数便毎週運航しています。

北太平洋地区ハブというのは、日本発着の貨
物の積み降ろしと、アジアのさまざまな地域か
ら航空機が飛んできて関西空港の拠点で積みか
えて、積みかえたあとにアメリカの西に行った
り東に行ったりという、アメリカとアジアを結
ぶ積みかえ拠点になっています。いわゆる長距
離線の拠点ということで、ほぼ大型のワイドボ
ディーといわれる飛行機が飛んでいます。タイ
プでいうとトリプルセブン (B777) と中型機の
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B767です。この二つのタイプを中心に運航し
ています。時期にもよりますが、お客さまによっ
ては見学等にもいらっしゃるので、もしご希望
等があれば対応しますので、ぜひお越しくださ
い。

私どものビジネスは、国際便貨物の中でも小
口貨物を抽出したエクスプレスと呼ばれるもの
が中心です。大きな貨物や長い貨物、基本的に
は貨物機のドアから入るものだったらなんでも
運ぶというポリシーでやっています。当社で販
売する小口貨物以外にフォワーダーさんを通し
て荷物を集めていただく貨物も取り扱っていま
す。

■航空貨物の今後について
グローバルな観点から、航空貨物はどのよう

な状況にあるかについてお話しします。全般的
にはあまり明るい世界ではありません。そのよ
うな環境下においても関西空港の航空貨物事業
を継続的に盛り上げていかねばならないと思い
ますので、そこを皆様と一緒に考えてみたいと
思います。航空貨物の統計のお話しは私が話さ
なくても、いろいろ公表されているデータもあ
りますし、ご専門の大学の先生も多くおられま
すので、そこはあまり重視せず、どうしたらもっ
と航空貨物が盛り上がるか、どうしたら今後も
継続的に増やしていけるか、そのようなところ
を一緒に考えてみる機会にできたらいいかなと
思っています。

ピーチの井上さんも、オール関西で盛り上げ
るとか「みんなでもうかりまっせ」といったこ
とを話されていました。単独でどこかの航空会
社や空港が頑張るというのではなく、経済界全
体で盛り上げるという点においては同じような
結論になると思いますが、そのような流れで今
日はお話しできればと思っております。

■皆様への質問
皆様にいくつか質問があります。世界全体の

航空貨物総物量が今後も増えていくと思うかど
うか。飛行機も船も含めて国際貨物の総物量が
今後も増えていくかどうか。これについて皆様

はどのように思っておられるのか伺います。ま
ず航空貨物かどうかは別として、船でも飛行機
でも国際間で動く貨物の総物量は今後も増えて
いくだろうと思われる方は挙手してください。
はい、ありがとうございます。ではそんなには
増えないと思われる方。はい、ありがとうござ
います。だいたい9：1ぐらいになっていると
思います。

では少し限定して、航空貨物でみた場合に、
総物量が今後も伸びていくと思われる方はどの
くらいいらっしゃいますか？　では、そんなに
伸びないのではと思われる方は。これはさっき
より多い。だいたい傾向がわかりました。

私は大学の先生ではないので完璧な統計でも
のを言えるわけではありませんが、現場を見た
りお客さまの話を聞いたり、実際そういった中
から思うのは、今の皆さまの反応とは若干異
なっています。国際貨物の総物量については、
そんなに伸びることはないのでは、航空貨物
は、そんなに勢いはありませんが、貨物全体量
は少し脈があるのではないか。そんな見解で
す。これは立場が違う方が話せばまた違うと思
うのですが、だいたいいろんな雑誌を見てもレ
ポートを見ても、筆者の皆さんはネガティブな
ことはいいたくない、いい話はいいかたちで多
く記事になりますが、少しネガティブな話にな
るとあまり文献が出て来ません。私は、現場で
いろんな話を聞いていますと、昔のように黙っ
ていても航空荷物が増えてくるということはな
いと思っています。

船を含めた全体物流のほうは、もちろんこれ
から発展する国もあるので、伸びるという説も
あります。航空貨物は、業界としてはきついの
ですが、もしかしたら少しいい傾向が見えてい
るのではないかと見ています。

■商品の小型化・集積化
国際総貨物の全体量はそんなに増えないので

はないか、という話です。一つ目は、荷物自体
が小型化・集積化しています。みなさん今手元
に iPhone とか Galaxy のようなスマホを持っ
ていらっしゃると思います。それで何ができま
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すか？　いろいろできるんですよね。私も今
iPhone7 Plus を持っていますが、もちろん電
話です。電話なのですが、ゲームもできるしテ
レビも見られるしインターネットもできる。

以前ならデジカメを買いましたが、今デジカ
メを持っている人はほとんどおらず、スマホで
写真を撮っています。今はビデオカメラを買わ
ず、スマホで動画をとります。そして、パソコ
ンを持たずにスマホやタブレットだけの人もす
ごく増えてきています。車のナビも、今はグー
グルの地図を使うと本物のナビよりも地図の
アップデートが早いので、そのままスマホをナ
ビに使う人がとても多いですね。

そうやって見ていくと、約30種類の電子家
電が今は一個のスマホでできてしまう。今ス

マホでできることを、10年前、15年前だった
らと考え、その商品をみなさんの手元に想像し
て並べてみると、たぶん畳2畳分くらいになり
ます。それが今はあんな薄いスマホ一つなので
す。ということは、一般消費者が買う電子家電
の数自体が昔の30分の1に減ってしまっていま
す。さらに大きさを考えたとき、iPhone を買
うときはパッケージに入っていますがすごく小
さい。小さすぎて、一時期貨物のラベルを貼る
十分な面積がなくて困ったことがありました。
スキャナーも一列ではだめなので、どこからで
も読めるものを導入している時期もありまし
た。それだけ貨物が小さくて場所もとらないよ
うになっているわけです。

数は減る、大きさは小さくなるとなったら、
やはり少なくとも電子家電の中においては総物
量が減っています。数は昔よりは売れるかもし
れません。発展途上国でもっと売れるかもしれ
ませんが、数は増えても、買う商品の数が30
分の1になったらやはり貨物の物量は伸びませ
ん。私も15年ほど前はよく家電の店に行って
いましたが、最近はスマホを買うぐらいで、買
いに行かないですね。エアコンや掃除機などは
買いますが、あまり電子家電は買わないと感じ
ています。

二つ目の例は車です。今、車は電気自動車が
主になってきていますが、車も変化が出てきて
います。従来の車というのは機械製品です。機
械製品は金属の部品でできていますが、金属の
部品はいろいろと個性があるので同じ車でも個
体差が非常に大きく、調整が難しいのです。だ
から組み立てまで一貫して行い、それから完成
品を輸出しなければならなかったのですが、電
気化されるとそういった機械部品が減ってくる
のでかなり状況が違ってきました。

モーター、インバーター、バッテリーがあれ
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ば、かみ合わせが面倒なギアなどがいらなく
なってしまう。部品点数も3分の1。そういう
ものであれば、部品を持って行って現地で組み
立てても、そんなに個体差がなくなってくるの
です。すると車メーカーも、完成品を輸出する
ところから、商品に近いところまで持っていっ
て組み立てる形にだんだん変わってくると思い
ます。

車ではまだ起きていませんが、電子製品で
は近くで最終組み立てをして近いマーケッ
ト に 納 入 す る と い う。 ニ ア シ ョ ア リ ン グ
（nearshoring）と英語では言いますが、近隣
で処理してもらうニアショアリングが物流の主
流になってきています。以前は商品を中国で生
産してわざわざアメリカに持って行ってアメリ
カで売っていました。最近はアジアから部品を
持って来て組み立てはメキシコでやって、それ
をアメリカに持って行けば、完成品は体積が
あって物流費がかかるので、メキシコからアメ
リカにトラックで持って行ったほうが安いので
す。そんな形で、今はもうアジアでつくらずに
部品を持って行ってメキシコでつくってアメリ
カなどに持って行くようになっています。

あるいはヨーロッパでも東欧や南欧、例えば
スペインなどは人件費が安いものですから、ス
ペイン、ポルトガルで組み立てをしてヨーロッ
パに納めるといった流
れが強くなっていま
す。域内で最終完成品
にして出すことになり
ます。そうするとト
ラックで結ぶ地域は物
量が増えますが、船や
飛行機で動かさないと
いけないような長距離
の幹線で動かすものは
完成車に比べると体積
が減ってきて、部品点
数も減ってくるので今
ほどの大きな物量にな
らないのではないかと
もいわれています。

実際にいろんな統計を見てみると、昨年度の
航空貨物の日本の物量を見ると、実はリーマン
ショックの前の物量に、去年あたりからやっと
戻っています。今年2016年は去年よりも若干
プラスくらいです。だから去年今年にかけて
やっとリーマンショック前の物量に戻っている
ということで、ここまで戻るのに7年も8年も
かかっている。そういうマーケットなのです。
そういうデコボコをもう少し平均化して線を引
いてみると、本当にゆるやかな線になってし
まって上を向いたきれいな線にはならないんで
す。こうして統計からも伸び方がどんどん落ち
てきているのが分かり、業界全体では非常に苦
しくなっております。

■ボーイング社の航空貨物需要予測
もう一つここで客観的なデータを紹介しま

す。ボーイング社もエアバス社も毎年彼らのプ
レスリリースで航空機の需要策を出しており、
その中に貨物機に関する情報も入っています。
貨物機が一体何年間でどのくらい増えるかを、
ボーイング社は毎年フォーキャストを出してい
ます。旅客は非常にいい数字なのですが、貨物
は次のようになっています。

今後20年間の航空貨物輸送量は年率4.2％で
拡大。そして2035年までの20年間にできる新

6

ボーイング社の航空貨物需要予測

• 今後20年間の航空貨物輸送量は年率4.2％で拡大

• 2035年までに新造貨物専用機930機と改造貨物機1,440機
の需要が生じる
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造貨物機と改造貨物機の合計がだいたいこれ
くらいですよ、という数字です。確かに GDP
の成長率よりも4.2％の拡大といったら高いか
もしれない。エアバス社はこの数字を今年は
4.7％といっており、それだけ見ればそんなに
悪くないと思うかもしれませんが、大事なのは
同じボーイング社が以前はこの数字をどういっ
ていたかということです。

これは毎年あるのでいろいろ調べてみると分
かるのですが、15年ほど前には、この数が17％
伸びると書いてありました。それから5年前は
まだ約8％と書いてありました。15年前と5年前
と今で、17% が8% になり、8% が4.2% という
推移を見ていると、ボーイング社ですら航空貨
物の伸び予想が、需要予測に関しても勢いが下
がってきていることがよく見えると思います。

航空機も確かに数は増えるのですが、ここに
はラージやワイドボディーやミディアムやスタ
ンダードなどとあって、この内訳が静かに変
わってきています。ずっと前のフォーキャスト
を見ていると、ワイドボディーの大型機がもっ
といっぱいあるだろうというフォーキャストで
した。その頃はいわゆるジャンボ B747-800F
が出てきたり、エアバス社も一時期 A380型の
貨物機を出そうという話もあったりで、大型機
の話が多くあったのですが、だんだんトーンダ
ウンしてきました。

今見ると、数こそあるように見えるので
すが、やはり人気があるのは小型の B737や
B757の改造機みたいなものです。用途は長距
離ではなく、例えば中国国内の翌日宅配のため
のエクスプレスの短距離に使われる需要が高
まってくる、そういうものに合わせた数字に
なってきています。

少なくとも長距離と大型機については、数字
だけ見るとかなりあるのですが、これも何年か
前のフォーキャストと並べてみると非常に中身
が変わってきて、やはり長距離はもうそんなに
物が動かないのかな、というところがけっこう
でてきています。数字を見れば悪くないが、変
化という観点で見ると明らかなトーンダウンが
垣間見られます。

フォーキャストである以上は、それなりにポ
ジティブに見せないと投資家にも響かないの
で、できるだけいい数字になるように証拠を集
めていると思いますが、これ以上よくなること
はなく、おそらく実体はそれよりは厳しいかと
思います。だから客観的な数値を見てもちょっ
と厳しいのかなと見ています。

冒頭から暗い話をしてしまいました。認識し
ないといけないのは、昔のように黙っていても
工業製品がどんどん増えて新興国が物をたくさ
ん買ってくれてどんどん航空貨物が増えた状況
はもうないということです。基本的には横ばい
か、黙っていると減ってしまう。その中でどう
やって行くのかが今後のポイントです。

■関西空港からの輸出・輸入主要品目
10月の大阪税関の貿易速報からとった統計

です。関西空港から輸出されている品目は――
税関のものなので金額ベースで、物量とは違っ
ていて高いものは小さくても上のほうにきます
が――このようにわりとトラディショナルな半
導体、電子回路、通信機、コンデンサー（コン
デンサーはスマホにも絶対に入っていると思う
ので）、といったものが上位を占めています。
このあたりは従来と変わらない流れです。

輸入も、月による変化はあまりなく、関西空
港は比較的同じパターンで、ほかの空港に比べ
て特徴的なのは2位に入っている医薬品です。
医薬品の輸入は本当に多いです。確かに医薬品
メーカーは、本社は東京でも工場はほとんど関
西に集約されるので、おそらくその原料などで
しょう。あるいはライセンスで買って、日本の
薬メーカーの名前で売ることが多いので、医薬
品の輸入の多さが関西空港の特徴になっている
と思います。

6番目に衣類がきています。服飾品も非常に
多く特にヨーロッパからの輸入が顕著です。こ
れも少し減りつつはありますが、大阪は歴史的
に繊維の市場が多かったので、今でも東京に移
りつつもありながらランキングで占める割合で
は多い。もともとそんなに高いものではないの
で、量的には相当動いているといえます。その
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あとは材料関係が占めているところも、成田と
違う点です。おそらく大手企業の製造工場が関
西中心となっているのでそういった物が多いの
でしょう。そんな特徴になっています。

■関西空港の輸出先・輸入元地域割合
地域で見るとこれも特徴的です。どうしても

アメリカ ･ ヨーロッパへの便は成田 ･ 羽田が強
いので、関西空港はアジアの便数が多いです。
貨物もそのようになっており、輸出ではアジア

が76％。輸入では67％がアジアということで
非常にアジアとのコネクションが強くなってい
ます。それに対してアメリカ ･ ヨーロッパに対
しての比率が非常に少ない。日本の貿易全体で
いえば3分の1ずつくらいまでになって、若干
アジアが多いという感じですが、関西空港の場
合はそのバランスがアジアのほうが多くなって
くる傾向があります。

ただ輸入を見ると、ヨーロッパがアメリカの
倍ぐらいあります。今かなりヨーロッパから

8

関西空港における輸入主要品目

品目 価額 (百万円）

1 通信機 84,394

2 医薬品 59,732

3 半導体等電子部品 25,023

4 科学光学機器 14,319

5 事務用機器 10,912

6 衣類及び同付属品 9,045

7 有機化合物 8,360

8 音響・映像機器（含部品） 6,537

9 非金属鉱物製品 3,542

10 金属製品 3,453

出典：大阪税関貿易速報資料平成28年10月分（速報値）

7

関西空港からの輸出主要品目

品目 価額 (百万円）

1 半導体等電子部品 111,550

2 科学光学機器 37,798

3 電気回路等の機器 28,895

4 通信機 28,425

5 半導体等製造装置 21,031

6 コンデンサー 20,153

7 事務用機器 13,772

8 遊戯用具 13,153

9 原動機 9,507

10 プラスチック 9,217

出典：大阪税関貿易速報資料平成28年10月分（速報値）
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ファッション関係を中心にいろいろなものが
入ってきており、かなり伸びているところです。

■ FedEx で最近取扱いが増えている貨
物の性格
FedEx が扱っている貨物は今どうなってい

るか、その傾向をこれからお話しします。ちょ
うど今日、関西空港の現場で通関の責任者を
やっている者が来ていますので、現場がどんな
感じか、あるいは最近よくある貨物、何か面白
い物があるかなどを聞いてみます。通関部長の
新井です。
新井：現在、関西空港で扱っている輸出貨物
は、どちらかというと中華系の輸出者――日用
品の爆買い系と申し上げていますが――日用品
を大量に購入して輸出するというのが増えてい
ます。輸入は医薬品などが大きなウェイトを占
めています。
清澤：輸入では最近何か興味深い物はありまし
たか？
新井：毛生え薬です。
清澤：最近、台湾やフィリピンやいろんなとこ
ろから、毛がたくさん生えてくるいろんな薬が
入ってきています。たぶん日本ではまだ承認さ
れていませんが、少量であれば勝手にやっても
いいというものがあって、日本のものではだめ

なのでいろんな国から仕入れてやっているとい
うのがけっこう増えています。

税関の分類でどんな商品がという切り口は、
統計上からも分かりやすいのですが、弊社で扱
いが増えている貨物の性格は物で見ると難し
い。なんでもあるのです。前とは違い、半導体
が多い、医療が多いなどと言えればいいのです
が、正直なところ、最近貨物を見ていて何が多
いのか全く分かりません。品目で見ると何も傾
向がつかめない。なぜこれが来ているんだ？　
というところで、さっきの税関の統計とは全く
違い、あらゆる種類の物があってあらゆるお客
さんが入っています。

従って品目では分類できないのですが、なぜ
その貨物があるんだということで中身を調べて
みると、こういう傾向が共通して出ました。
一つが危険品です。特にバッテリー。バッテ
リーは皆さんご存じの通り今非常に厳しく、
Samsung社製のGalaxy S7ノートが爆発し、
関空でも一件燃えたというのがありましたが、
あれが典型的な例です。とにかくバッテリーは
今なくてはならないものですが、それがいろん
な問題を起こしています。

旅客便を運航する航空会社は単体のバッテ
リーは全部禁止です。貨物として運んでくれな
い。バッテリーを運べる会社が非常に少ないの

です。まず貨物専用機
でないとだめで、その
中でもチョイスが限ら
れ て き ま す。FedEx
はバッテリーを運ぶこ
とができるので、車用
も電子製品用もありま
すが、最近バッテリー
関連が非常に多くなっ
ています。

次に温度管理が必要
なもの。医薬品など温
度によって品質が変
わってしまう商品が非
常に多いのですが、こ
れも旅客機では無理で

9

関西空港の輸出先・輸入元地域割合

出典：大阪税関貿易速報資料平成28年10月分（速報値）
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貨物機でなければならないものがかなりありま
す。それらはドライアイスなどがあるからなの
です。ドライアイスは二酸化炭素です。旅客機
は貨物とお客さんの乗っているところがつな
がっているので、下の貨物室にいっぱい出た二
酸化炭素が循環して上の客室に行き、酸素の濃
度が下がって二酸化炭素が増えてしまうと乗客
の皆さんが窒息してしまいます。だから航空機
ごとにドライアイスは何キロまでという積載制
限があるのです。旅客機では非常に少ないので
すが、貨物機の場合は基本的にお客さんが乗っ
ていません。ただパイロットが二人乗っている
のでパイロットに影響のない量が定められてお
り、その範囲内なら運べるようになっています。

さらに弊社の場合は酸素もたくさん積んでお
り、従来よりも多く貨物を積める仕組みもある
ので、ドライアイスを中心とした温度管理が必
要な貨物が増えています。

そして形状です。貨物のサイズが長い、大き
い、あるいは変わった形状で、旅客便の下のほ
うには入らない貨物がけっこうあります。今は
貨物専用機が減ってきているのでなかなか運べ
るところがなく、FedEx で、というようなも
のも増えてきています。通常であれば船で運べ
るような物が多いのですが、どうしても工事に
間に合わない、これがないと生産が止まる、自
然災害などの対応でこれがないと重機がまわら
ない、本当は船かもしれませんが、どうしても
飛行機で早く、といった物が多いです。とにか
く急ぐといった訳あり貨物が多く、本当に最近
はいろんなことが起こるので、いろんな緊急対
応などで急に船の貨物が飛行機になるといった
ことがよくあります。

■内容がさまざまな小口貨物
事情の例をあげればきりがないのですが、業

界・貨物にかかわらず訳ありの物は増えていま
す。このへんが一般的な傾向ですが、先ほど言っ
た「苦しい中にも光が」という観点で言うと、
「内容が様々な小口貨物」というところです。
「内容が様々な小口貨物」とは何か。多いのが
いわゆる e コマースの貨物です。インターネッ

トで何かを買って出してくる。その反対に日本
のお客様が海外から直接インターネットで買っ
てくる。こういう貨物が非常に増えています。

最近は中国向けにそういうものがあります
が、中国に限らずアメリカもそうですし、ヨー
ロッパでもどの路線を見ても小口の e コマー
ス貨物がものすごい勢いで増えています。おそ
らく郵便局などはもっとすごい量があると思い
ます。ここだけは桁違いの成長を見せており、
唯一航空貨物の中で元気がいいポイントになっ
ています。

従って、大きな意味では e コマースに対し
てどのように取り組んでいくかによって航空貨
物の業界もまだやりようがあるのではないで
しょうか。実際、以前は船で運んで倉庫に入れ、
売れたらそこから問屋に卸して問屋さんからデ
パートに行き、そこで皆さんが買う、というモ
デルでした。そういう形態であれば本当は船
だったところが、今は e コマースで簡単に欲し
い物だけが買えるので、わざわざ船で1 ヶ月か
けることがないのです。だいたい飛行機になる
のがパターンで、時間がかかっても一週間。早
く欲しい人は3日で、といって買っています。
商材が、従来は船の物でもどんどん飛行機に来
ている現状があります。

その中でもポイントになるのが、中国の爆買
い系では日本のマスクや化粧品、どこでも買え
る薬――バファリンやビオフェルミンなど――
が今非常に売れています。もっと日本らしいも
のや、関西地区ならではのものも多くあり、そ
こも実は増えています。従って、全体として伸
びている小口の中でも、われわれが取り組む
べきなのは、日本中どこでも買えるものではな
く、地域で伸びているものをどう呼び込むかが
ポイントだと思います。

そこに行く前に輸入のほうも話します。輸入
で増えているのがやはり欧米からの流行の商材
です。本当に誰がやっているのかと思うのです
が、ニューヨークやロンドンで何かが流行ると
半年くらいで日本に来ます。ニューヨークでハ
ンバーグ屋に行列ができていて、ハンバーグに
行列か？　と思って日本に帰ってきて「こんな
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店あるよ」といったら「それ原宿にあるよ」な
んてことが起きています。カップケーキも2年
前に流行りました。あれもニューヨークで流行
してからわずか半年で日本に来ました。

このように、ロンドンやニューヨークで流行
するものが半年、1年以内にどんどん日本に来
ている状況があります。これは、輸入について
は日本のディベロッパーがすごくて、よくぞそ
んなのを見つけてきますね、というくらいで
す。デパート系では例えば伊勢丹・三越グルー
プ様がすごくて、ヨーロッパから何かを見つけ
てくるのはあそこのバイヤーです。

それ以外にも、大阪ではグランフロント、東
京にも新しい商業施設が多数できています。こ
れまで日本になかったような、欧米ではビッグ
ブランドではなく小ぶりで店は5、6店しかな
いのですが、非常に流行っているブランドの商
品を見つけてきて、東京や大阪に、なんと福岡
にもリアルタイムで来てしまうのです。　

それを見ていると、日本のディベロッパーさ
んはすごいなと思います。そのような感じで新
興ブランド、小ぶりながらヨーロッパやアメリ
カで人気のあるブランドがどんどん日本に来
て、マーケットを盛り上げているという感覚が
あります。

先ほど 「内容が様々な小口貨物」で e コマー
スが急速な伸びを示していると話しました。そ
の中でも、日本中どこでも売れる商品以外に、
実は日本のいいもの、地域ならではのメイド・
イン・ジャパンの、素敵な商材、すばらしい商
品がまだまだたくさんあります。こういったも
のが今かなり増えてきている。これが希望なの
です。

■京都の「素敵な商材」を海外へ
京都は本当にそういうマーケットです。外国

人が来て、これ欲しいなと思うものがたくさん
あるマーケット。外国人の方もよく研究されて
いて、なぜこれを知っているの？といったよう
な、私も知らないことを知っています。京都は
そういう商材をたくさん持っています。

京都に細尾という西陣織のメーカーがありま

す。西陣織の老舗です。400年前、江戸時代か
らあるメーカーです。織機は4台で、職人も少
なく小さな規模ですが、今ものすごい人気で
す。いままでは江戸時代から300年400年とい
う会社は、伝統を重んじてあまり外国に商売を
広げられなかったのですが。皆さんご存じの通
り、着物は日本のマーケットに頼っても売れな
いし、少子化で着る人が減って、成人式でもあ
まり売れない。最近着物を着ますか？　あまり
着ないですね。そうするとやはり業界がどんど
ん地盤沈下して、どうしようかというところ
で、流れのまま消えてしまう会社もあります
が、細尾さんの場合、もう日本じゃだめだ、海
外のマーケットは無尽蔵だとして、新社長の代
になって思い切って海外展開をされました。

発想はあっても思い切る経営者の方はなかな
か少ないのですが、やってみたら結構うまく
いったという例があります。細尾さんのつくる
西陣織は着物だけではありません。例えば海外
の有名なホテル、リッツ・カールトンのベッド
ボードのところには細尾さんの西陣織が張られ
ています。京都リッツ ･ カールトンにも行きま
したが、そこのベッドボードも西陣織でした。
エルメスの店舗に行くと、銀色っぽい壁紙があ
るのですが、その壁紙がまさに西陣織で、立体
感のある織物です。

海外の有名ブランド店舗やホテルの内装には
細尾さんの西陣織がよく使われています。最近
では海外のアーティストがコラボで一緒にやり
たいと、有名な作家とコラボして、表参道で個
展などをやっています。今本当に世界の有名な
デザイナーが一緒に働きたいと言ってやってい
ます。

そのように、歴史はあるが小規模だったお客
さんが海外に出て、そしてうまくいくともっと
大きくしたということで拡大を図っています。
そういう会社が非常に多く出てきています。3
年ほど前に京都でそういう話をすると、海外に
興味はあるけどね……と反応が鈍かったのです
が、うまくいっているプレーヤーのことがだん
だんわかってくると「俺もやってみようかな」
という30代くらいの若社長がけっこういるの
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です。
こんなお客様のサポートをどうしていくかが

ポイントです。私たちは輸送業者としても、そ
んなお客様が海外に出やすいように、輸送の方
法やインボイスとは何か、というところからお
手伝いします。最初はサンプルをどうやって送
りましょうか、だんだん軌道に乗ってくると、
では展示会をやりましょう、展示会で送る部分
をサポートし、物流のさまざまな局面でサポー
トしています。

そんなお客様には「自分もそのようにやりた
い」という仲間のお客様が多数付いてきます。
そのお客様も「インボイスって何？」といった
ところから始まるのですが、そこにわれわれが
入り込んでいろいろサポートします。物流だけ
ではなく商工会議所もいろいろとヘルプをして
いますし、自治体でも同様にサポートをすると
ころがあります。様々な方々がお客様をサポー
トすることによって、これまで日本だけでしか
消費されていなかったものが海外に出て、その
貨物がサンプルから展示会になり展示会から商
品になりヒットする。そこから物流が生まれて
くるので、そのあたりをしっかりやっていきま
しょうということが一つ大事なポイントになっ
ています。

関西には京都や、大阪にもいろんなものがあ
ります。大阪は刃物系が豊富で、神戸に行くと
酒蔵がたくさんあり、かなり売れて海外でもが
んばっている酒屋さんもおられます。地場産業
では、いろんなものがあるので、そういったも
のを輸出するサポートをして e コマースとつな
げ、出て行く物が増えれば貨物が伸びていく、
そういう構図が十分にあると思います。

■海外展開の成功事例
一つ動画をお見せします。関西ではないので

すが、新潟で同じようなことをしたお客様がお
られましたので、その例を紹介します。

この会社はスノーピークといいます。スノー
ピークのテントをお持ちのかたいらっしゃいま
すか？　スノーピークはすごく人気がありま
す。大阪ではモンベルのほうが地場なので有名

かもしれませんが、モンベルのキャンプ製品と
いうのはまじめなキャンプ。本格的なキャンプ
用品です。スノーピークはラグジュアリーで、
キャンプに行きたいけど蚊に刺されたくない、
といった人のためのスタイルです。かなり高価
な商品で、ちょっと買いそろえただけでも数
10万円になりますが、世界中で大人気です。

もともとは新潟の鉄鋼で有名な燕三条で金物
問屋をやっていました。先代社長の道楽から
キャンプ用品を作り始め、それがいつのまにか
ビジネスになって海外に展開しました。映像に
出ていた人がお嬢さんで、お嬢さんが今度はア
パレル製品をニューヨークやロンドンで売りま
した。スノーピークの発展の陰で私どもがサ
ポートさせていただき伸びていきました。もう
上場していて大きなビジネスになっています。

■関西空港の航空貨物を盛り上げる
これまでの空港の航空貨物は、例えば便数を

増やす――いろいろな航空会社に働きかけて
もっと増便してほしい、路線のネットワークを
拡張してほしい、といったものが基本的な活動
でした。私どもは、もちろん今でも、もっと来
てほしい、もっと増便してほしい、というのは
受けますが、それはこれまでのことであって、
やはり全体で貨物そのものを増やす活動をして
いかなければそんなに飛行機は増えません。他
の航空会社でもそんなには飛行機が来てくれな
いと思います。だから貨物を増やす活動をオー
ル関西でやっていく必要があります。

輸出においては今の例もそうですが、日本の
いいものを海外に出す支援です。出たい企業は
たくさんいます。ただ面倒で難しい、不安もあっ
てなかなか行けない、これをあまり国などに頼
らず商工会議所や地域のコミュニティーや、こ
こにお集まりの皆様のようなところでサポー
トしてワークショップなりセミナーなどを開催
したり、有識者にアドバイスを受けられる会を
設けたりして海外進出を支援する。そういうこ
とが得意な会社もメンバーの中にいらっしゃれ
ば、ビジネスマッチングで結びつける、例えば
決済をどうしよう、物流会社はどうしよう、ウェ
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ブのデザインをどうしよう、などなど、「餅は
餅屋」というようなネットワークの中で結びつ
けていく活動が必要だと思います。待っている
だけではなく、海外における商材の発見や海外
進出の促進が大事なのですが、プロモーション
をしないと目にふれないので、そういうものを
見せる機会も必要です。もちろん自治体でもい
ろんなところにショールームをつくるなどして
はいますが、空港は、海外に帰るための最後の
場所です。そのときは買わないかもしれません
が、空港等で展示するような場を設ければ、次
に来たときはあれを見てみよう、次来たらあれ
が欲しいな、となることもあります。だからプ
ロモーションの場を設けるのも、地道ですが大
事な活動です。

もちろん京都、神戸、大阪、和歌山、奈良、
関西だけでもいいものがあります。でもそれ以
外に西日本は非常にいいものをたくさん持って
います。中国地方、九州。九州は特にいいもの
を持っています。そういったものも関西空港に
コネクションしやすいようにして、合わせて出
していくのが大事でしょう。

そういう意味では関西空港がやっていること
はとても正しいと思います。地場で薬のニーズ
が多かったので KIX-Medica という保冷倉庫
を作り、薬を盛り上げる活動をやっています。
最近は生鮮食品です。西日本はフルーツなどで
本当にいいものを持っているので、それらを出
しやすいように生鮮専門の倉庫をつくってプロ
モーションしていますが、とても正しい活動で
あり、いい戦略だと思います。これに続くよう
な形で、そこまでの規模ではありませんが、関
西・西日本の“日本のいいもの”という商材を
どうやって出していくか。

支援活動や促進活動をできる仕組みをもっと
つくっていくと、海外に出る、小口の貨物が e
コマースで増える、全体的にこれまでよりもい
ろんな貨物が海外に出てくる、ということで、
このあたりが今後、航空貨物を盛り上げる一つ
のヒントかと思います。

輸入のほうはあまり心配していません。皆さ
んが心配しなくても、もうできる人がたくさん

います。日本のディベロッパーやマーチャンダ
イザーは実に優秀です。どうやって探してくる
のかと思うくらいたくさんあるので、皆さんは
心配せずに任せても全く心配ありません。これ
からは、海外に輸出したい方々をサポートして
いくことが重要だと思います。

以上で、私のお話を終わります。ご静聴あり
がとうございました。
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関西エアポートの発足から 1 年がたち、同
社による関西国際空港と大阪国際（伊丹）空港
の運営も間もなく 2 年目に入ります。同社の
初年度決算（2016 年 9 月までの 10 カ月間）
は最終黒字を確保し、2016 年の通年の旅客数
も両空港合わせて過去最高を更新しました。順
調な立ち上がりとなりましたが、これは前体制
によるところもあります。過去の延長線ではな
い新たな飛躍への道筋をどう描くのか。日本初
の空港民営化の真価が問われる 2 年目といえ
そうです。

2016 年の関空と伊丹の旅客数は 6％増の
4,016 万人となり、1994 年の関空開港以来 2
年連続となる過去最高を記録しました。関空だ
けでも総旅客数は 9％増の 2,523 万人と 2 年
連続で最高になりました。特に国際線旅客数
は 15％増、同外国人旅客数は 21％増とそれぞ
れ 3 年連続、5 年連続で過去最高を更新しまし
た。これを支えたのが、首都圏と比べてアジア
に近い地の利をいかした格安航空会社（LCC）
の誘致や24時間使用可能な2本の海上滑走路、
LCC 専用の第 2 ターミナル〈現・第 2 ターミ
ナルビル（国内線）〉の建設などです。この資
産の運営を関西エアポートがしっかりと引き継
ぎ、各地の航空会社や旅客、国土交通省など関
係省庁の信頼を得られたことが好成績につな
がったといえるでしょう。

関西エアポートの運営最終年度にあたる
2059 年度の旅客数目標は両空港を合わせて
5,751 万人と、2015 年度と比べて 5 割増やす
計画です。足元では順調な伸び率ですが、それ
でも 2015 年度の前年度と比べた伸び率 12％
よりは低下しました。アジアの経済成長が続く
限り、訪日需要も伸び続けるとみられますが、

目標を達成するにはどこかで非連続な成長戦略
の策定が求められます。1 月 28 日には LCC
の国際線用ターミナル「第 2 ターミナルビル（国
際線）」の供用が始まり、第 2 ターミナルの年
間受け入れ能力はそれまでの 2 倍強の 835 万
人となりました。

次はなんでしょうか。現在進んでいるのが主
力の第 1 ターミナル大規模改修に関する事業
化調査（FS）です。2 期島に新たな大型ター
ミナルを建築する構想もかつてはありました
が、現在は既存設備の有効活用に傾いているよ
うです。商業エリアを拡充するためにも国際線
エリアで旅客を運ぶ「ウイングシャトル」の在
り方をどうするか。主力の国際線出発手続きフ
ロアが 4 階でいいのか――。開港当時の「ア
ウトバウンド」用空港から「インバウンド用」
空港に変身するための方策を探っています。

これはもちろん簡単ではありません。例え
ば、2016 年冬スケジュールでは貨物も含めて
78 の航空会社が最高で 1 週間当たり約 1,270
便を運航する計画です。1 日当たりは約 182
便となる計算です。しかも関空は伊丹と違っ
て 24 時間運営です。この制約のもとで航空会
社や旅客の混乱を抑えながら工事できるのか。
2020 年の東京オリンピック・パラリンピック
前に工事を終わらせられるのか、あるいはその
あとに取りかかるのか。検討項目が多くありま
す。

もうひとつ旅客数の増加に欠かせないのが路
線網の拡充です。関西エアポートにオリック
スとともに 40％出資する仏空港運営大手のバ
ンシ・エアポート。日本を含めて 6 カ国 35 空
港を運営しており、世界の航空会社の本社に人
脈を張り巡らせています。前の体制では地元に

民間経営の真価が問われる2年目

日本経済新聞社大阪本社経済部　　中尾　良平
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ある航空会社の拠点に営業をかけることが多
かったのですが、今ではバンシのネットワーク
を使って本社に直接、新規路線の開設や増便を
働きかけることができるようになったといいま
す。なぜこの人脈がいきるのか。それは外国人
客数の成長可能性です。例えば日本の空の玄
関口ともいえる成田空港。2016 年の国際線の
外国人旅客数は前年比 11％増の 1,392 万人と
1,330 万人だった日本人を初めて上回りまし
た。関空はとっくに外国人客数のほうが多いの
ですが、成長期待があるのは海外という点は同
じです。関西エアポートには海外の航空会社グ
ループで勤務経験のあるグレゴリー・ジャメ専
務執行役員がバンシから送り込まれており、そ
の人脈をフル活用する方針です。

路線網の拡充に重要なのが航空会社から受け
取る着陸料や駐機料などです。現在は割引制度
の拡大といった見直しを進めています。特に重
点を置くのが新しく路線を開設した際のインセ
ンティブ強化です。念頭にあるのは課題とされ
ている手薄な欧米など長距離路線の誘致です。
欧州方面はターキッシュエアラインズ（トルコ
航空）が関空線の運休を発表するなどさえない
動きが続いています。そのなかで新しい料金体
系は 3 月下旬に始まる夏期スケジュールから
適用する方針で、実際にどれほどの路線を誘致
できるのか関心が高まっています。

もちろん単純に旅客数を伸ばすだけでなく、
関西エアポートが取り組んでいるのは民間企業
としていかに業績を伸ばすかということです。
きちんと利益があげてこそ再投資に必要な資金
を確保できるのですから当たり前ですが、関西
エアポート経営陣には前の体制では「稼ぐ意識
が足りない」とみているようです。商業エリア
のテナントと取り交わす契約についても受け身
ではなく、賃料や違約金の設定などでよりシビ
アにとの指示が出ています。かつての「爆買い」
ブームは終わりましたが、それでも収入の柱の
ひとつである「非航空系」を伸ばすために、ま
た為替による客単価の変動を抑えるためにも賃
料の設定などは重要な項目です。

ここもうひとつ重要なのがグループ体制の在

り方です。関空と伊丹はもともと別の会社とし
て設立されましたが、借入金の元利払いで経営
が苦しい関空の経営立て直しのために 2012 年
に統合された経緯があります。そのためグルー
プ各社の業務範囲や関西エアポートグループと
してのガバナンス（企業統治）についても改善
の余地がありそうです。年度末に集中する経費
の平準化なども課題です。新しいターミナルや
路線で旅客や航空会社からの収入を増やして
も、それを効率的に管理・活用できなければ会
社としての発展はないからです。

現在は関空と伊丹に加えて仙台空港が民営化
され、ほかにも福岡空港などで民営化の計画が
進んでいます。関空と伊丹は日本で初めて運営
権が売却された空港です。関西エアポートの業
績が成長軌道に乗るのか。関西エアポートの経
営が順調に推移すれば、国内外の企業もより積
極的に関心を示し、運営権売却の入札に参加し
てくるでしょう。多くの企業が参加するほど多
様なアイデアが登場し、航空需要や地元経済の
活性化につながる可能性が高まります。関西エ
アポートが 2 年目にどのような政策を打ち出
し、将来成長の道筋を立てるのか。このことが
持つ意義は大きいといえそうです。
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和歌山大学　経済学部
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（（一財）関西空港調査会　航空交通研究会メンバー）

関西空港の高速鉄道アクセス整備と
フォルテ型国土軸の形成

航空交通研究会
研究レポート○134

1．はじめに
北陸新幹線の敦賀〜京都間のルートが平成28年12月に決定した。新幹線空白地域である四国や大

阪府南部、和歌山でも新幹線実現の機運が高まっている。これらの計画や構想を関西空港で結合す
ることで、関西には新しい南北の軸が生まれ、東西方向の第一国土軸とリンクした「フォルテ型」
の新国土軸が形成される。演奏記号のフォルテが「強く」を意味するように、フォルテ型の新国土
軸は二重性（リダンダンシー）の確保にも寄与する強靱な軸となる。そして関西空港は、航空ネッ
トワークと新幹線ネットワークが有機的に連結したわが国初の総合広域高速交通ターミナルとし
て、その競争力をさらに高めるとともに、新しい国土軸上の空港活用型地域開発にも大きく貢献す
ることが期待される。

関西空港をめぐる新幹線整備機運の盛り上がりは、同空港が LCC の拠点化やインバウンド需要の
獲得等で勢いづいていることとも無関係ではない。本稿では、関西空港をめぐる新幹線整備計画・
構想の動向や、整備で期待される効果等を概観する。　

2．国土軸からやや外れて位置する関西空港
わが国の第一国土軸は、太平洋ベルト地帯とその周辺からなる西日本国土軸である *1。その中心に

は東海道・山陽新幹線が通り、東京と半数以上の政令指定都市がその軸上に並んでいる。羽田空港、
伊丹空港、福岡空港などの空港も、おおむねその軸の真上に位置しているとみて良いだろう。第一
国土軸のやや外れに位置している成田空港も、平成22年のスカイライナーの速達性向上により、国
土軸との直結性を高めたと言える。

一方で関西空港は、新大阪駅からの所要時間が在来線特急で約50分であるなど、第一国土軸から
やや外れて立地している。また、新大阪駅からの現行の鉄道アクセスには、定時性の面で課題が残っ
ている *2。新大阪駅から仮称・北梅田駅を通る東海道線支線地下化・新駅設置事業が平成35年春の
完成を目指して進行中であり *3、なにわ筋線についても大阪府・大阪市・JR 西日本・南海電鉄が平

*1　現行の「国土形成計画（全国計画）」（平成 27 年 8 月 14 日閣議決定）は、「広域ブロック相互間の連続的な
連なりを、これまでの国土計画において構想され、21 世紀を通じて明らかにしていくとされた北東国土軸、日
本海国土軸、太平洋新国土軸及び西日本国土軸の４つの国土軸の構想とも重ねていく」としている。

*2　たとえば平成 29 年 1 月において、朝の 7 時から 10 時までの間に遅延証明書が発行された日数は、大阪環
状線で 12 日、阪和線では 15 日である。

　出典：JR 西日本　遅延証明書　http://delay.trafficinfo.westjr.co.jp/
　なお、朝 7 時〜 10 時以外の遅延履歴は非掲載となっている。
*3　JR 西日本　http://www.westjr.co.jp/railroad/project/#projectI
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成26年から協議を進めている *4。しかしこれらの在来線改良計画・構想が実現したとしても、新大
阪駅から関西空港までのアクセスが劇的に改善されるとは言い難いのではないか。在来線による比
較的安価な鉄道アクセスを補完するものとして、段違いに高速で正確な鉄道アクセスの整備が望ま
れるのである。

3．欧州における航空・高速鉄道ネットワークの連結 *5

高速鉄道網が発達する欧州の主要空港では、イギリスのロンドン・ヒースロー空港（平成27年の
乗降客数で欧州1位）にこそ高速鉄道の乗り入れはないものの、フランスのパリ＝シャルル・ド・ゴー
ル空港（同2位）には LGV 東連絡線が通じ、マルセイユ、リヨン、ニース、ナント、ストラスブール、
モンペリエ、ボルドー、リールなどの主要都市を TGV が最高時速300km 以上の高速度で結んでい
る。人口で同国トップ10の都市のうち、同空港と高速鉄道の直行便で結ばれていないのは母都市パ
リを除けばトゥールーズだけである *6。また、ドイツのフランクフルト空港（同3位）にはケルン -
ライン＝マイン高速線が通じ、ICE がハンブルク、ミュンヘン、ケルン、シュトゥットガルト、ドル
トムント、デュッセルドルフ、エッセン、ブレーメンなどドイツ各地を結んでいる。人口で同国トッ
プ10の都市のうち、同空港と高速鉄道の直行便で結ばれていないのは母都市フランクフルト・アム・
マインを除けばベルリンだけである *7。オランダのアムステルダム・スキポール空港（同4位）には
オランダ南高速線が通じ、Thalys などがロッテルダム、ブレダや隣国のアントワープ、ブリュッセ
ル等を結んでいる。

このように欧州のトップ級の空港の一部には高速鉄道が乗り入れ、航空ネットワークと高速鉄道
ネットワークの連結がなされている。一方で欧州に比肩する鉄道大国であるわが国において、新幹
線が乗り入れる空港は皆無である。この分断状況を最初に突破した空港には、わが国初の総合高速
交通ターミナルとしての発展の道が開ける可能性がある。

4．北陸新幹線のルート決定で見えてきた南北方向の新国土軸
北陸新幹線の敦賀市〜大阪市の延伸ルートについては、与党が「小浜〜京都」ルートを平成28年

12月に正式に選定した。北陸新幹線で形成される新しい軸は、全国的なスケールで見れば長野〜上
越〜富山〜金沢〜福井、と続く東西方向の軸であるが、関西周辺のスケールで見れば福井〜敦賀〜
小浜〜京都〜大阪、と続く南北方向の軸となる。この新しく形成される南北軸の延長線上には大阪
〜関西空港〜和歌山〜徳島から四国へと続く軸が見えてくる。その軸の枢要部を通るのが四国新幹
線である。

わが国の新幹線基本計画（昭和48年閣議決定）には、起点を大阪市とし、徳島市付近、高松市付近、
松山市付近を経由して大分市を終点とするものとして四国新幹線が示されている。同計画に大阪市
から徳島市までの経路に関する明示はなされておらず、神戸市付近から淡路島を縦断するルートと、
和歌山市から紀淡海峡を経由するルートの2つの案が考えられる。しかしながら、大鳴門橋が道路鉄

*4　平成 28 年 10 月 31 日付産経新聞「関空アクセス改善の切り札、実現なるか…なにわ筋線　大阪知事「黒字
見える」「共同運行でサービス向上を」」

*5　乗降客数ランキングの出典は国土交通省航空局監修『数字でみる航空 2016』（原典は ACI World Airport 
Traffic Report 2015）、高速鉄道の運行データは『ヨーロッパ鉄道時刻表 2016 冬』による。

*6　ただし、リール（距離約 200km）への便が片道 27 便あるものの、リヨン（距離約 440km）への便は片道
9 便、マルセイユ（距離約 750km）への便は片道 8 便の運行であり、ニース（距離約 975km）への便のよう
に片道 1 便のものもある。なお同国第二の都市圏であるリヨンのサン＝テグジュペリ国際空港にも高速鉄道が
乗り入れている。

*7　同国のケルン・ボン空港とデュッセルドルフ空港にも高速鉄道が乗り入れている。
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道併用橋として整備済みである一方、明石海峡大橋が道路専用橋であることや、山陽新幹線の二重
系（リダンダンシー）の確保の観点、大阪府南部や和歌山県の地域開発上の観点、そして関西空港
へのアクセスを確保する観点から、紀淡海峡ルートが優位であると考えることができる。

この新しい南北の軸は、関西空港を活かした地域開発の新しい軸ともなる。すなわち、福井県や
京都府、和歌山県、四国各県などは、新しく形成されるこの地域開発軸上に関西空港があることで、
自ずと同空港を活かした地域づくりを強く意識することになるものと期待される。そしてこの新し
い軸は、第一国土軸と交差して、フォルテ型の強い国土軸を形成するものでもある。

5．関西空港を通る新幹線の実現と時間短縮効果
もしも北陸から関西空港を通り和歌山、四国へと結ぶ新幹線が実現したとすれば、現在は在来線

特急で50 〜 60分程度を要する新大阪〜関西空港間（約60km）が、直線的ルートの場合でおよそ
15分（約50km）*8で結ばれることとなり、岡山、広島など山陽新幹線沿線の都市から関西空港への
所要時間も大きく改善される。また、現在は同じく80 〜 90分程度を要する京都〜関西空港間（約
100km）がおよそ30分と圧倒的に短縮される。京都市長はパリ（空港まで約30分）やロンドン（空
港まで約20分）との比較のもとで「世界の他の観光都市と比較すると、空港から京都へのアクセス
改善は不可欠」として関空から京都へのヘリコプターによる移動の実現などを構想している *9が、新
幹線が実現すればこのような空港アクセス面の課題は解消され、京都の観光都市としての魅力が高
まるものと期待される *10。

同じく在来線特急の乗り継ぎで約180分を要する福井〜関西空港間（約250km）はおよそ70分 *11

となる。北陸新幹線が新大阪どまりであれば、福井から北陸新幹線と在来線特急を乗り継いでの所
要時間はおよそ120分（新幹線55分＋乗り継ぎ時間10分＋在来線特急55分として）となり、時間短
縮効果は半減してしまう。リムジンバスで約165分を要する徳島〜関西空港間（大阪湾岸を大回りし
て約180km）に至ってはおよそ27分と劇的に近くなり、四国内各地から関西空港への時間距離も同
じく劇的に縮まることとなる。リムジンバスで約40分の和歌山〜関西空港間（約30km）も10分程
度となるだろう。　

このように新幹線と直結することで、関西空港は北陸地方や四国地方をはじめ広域からの時間距
離を圧倒的に短縮することができる。また、京都、大阪、和歌山など関西各地からの時間距離も大
きく改善される。

6．高まり、結びつく各地の機運
新幹線の実現に向けては、平成23年7月に四国4県知事と経済界、JR 各社等からなる「四国にお

ける鉄道ネットワークのあり方に関する懇談会」が鉄道の抜本的高速化を骨子とする提言を行い、
これを受けて平成26年には「四国における鉄道の抜本的高速化に関する基礎調査」の結果が公表さ
れた *12など、四国では機運が大いに高まってきている。

*8　表定時速 200km の場合の所要時間である。徳島や和歌山と関西空港間も同様の条件で試算した。
*9　京都市長門川大作「京都市の観光施策」、京都大学における日本観光振興協会寄附講義資料、平成 25 年 5 月

2 日。http://www.nihon-kankou.or.jp/home/committees/report/event/20130326_2_4b.pdf
*10　平成 28 年 2 月 18 日付京都新聞朝刊によると、京都市長は平成 28 年 2 月 17 日の「与党整備新幹線建設

推進プロジェクトチーム北陸新幹線敦賀・大阪間整備検討委員会」において「訪日外国人客の急増も踏まえ、
関西空港への延伸も含めたアクセス改善も求めた」。

*11　「福井―京都の所要時間が半減　北陸新幹線の小浜・京都ルート試算」、平成 28 年 12 月 7 日付福井新聞。
*12　四国の鉄道高速化検討準備会「「四国における鉄道の抜本的高速化に関する基礎調査」の結果概要につい

て」、平成 26 年 4 月 18 日、http://www.yonkeiren.jp/shikokutetsudo20140421.pdf
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大阪側の機運も高まっている。例えば国土交通省が平成24年に告示した「関西国際空港及び大阪
国際空港の一体的かつ効率的な設置及び管理に関する基本方針」*13には、「関西空港のアクセス交通
に係る取組に関する基本的な事項」として、「関西空港のアクセス利便性の改善は、国際拠点空港に
ふさわしい利便性を確保するために不可欠の課題である」として、「国及び地方公共団体は、京阪神
地域からのアクセス改善、とりわけ大阪都心部と関西空港を結ぶアクセス時間の短縮に資する高速
鉄道等について、その実現に向けて必要な事業採算性等の課題について検討する」が盛り込まれて
いる。また、関西経済連合会も、平成28年2月4日の「与党整備新幹線建設推進プロジェクトチーム
北陸新幹線敦賀・大阪間整備検討委員会」の意見聴取において、北陸新幹線が新大阪を経由して関
西空港まで延伸するよう要望した *14。

さらに、四国側の機運と大阪側の機運を結びつける形で、間に位置する和歌山県も動いている。
平成25年9月21日に和歌山県知事を会長とする「関空・紀淡・四国高速交通インフラ期成協議会」
が設立され、そのもとで複数回のシンポジウム等が行われてきた *15。直近の平成29年1月30日には
和歌山県・徳島県・堺市がシンポジウム「国土の強靱化と交通インフラ　－新たな国土軸の創造、
紀淡海峡ルート、四国新幹線を考える－」を共催している。このシンポジウムは、新幹線のない政
令指定都市である堺市が共催者に名を連ね、関西エアポート社長もパネルディスカッションに登壇
された点が非常に印象的であった。

筆者も平成25年3月9日に和歌山市で開催された「第3回交通まちづくりシンポジウム」において、
和歌山県が四国や大阪と連携して長期的な観点から四国新幹線すなわち新しい国土軸の実現を目指
す意義についての講演を行った *16。

7．おわりに
フォルテ型の新しい国土軸の実現によって、関西空港はいよいよ国土軸に直結され、LCC を含む

航空ネットワークと広域的な高速鉄道ネットワークが有機的に結びついたわが国初の総合高速交通
ターミナルとして、新たな発展の扉を開くことが期待される。

ただし、毛海（2015）*17も指摘するように、莫大な費用が必要となる新幹線等のハード整備につ
いては、費用対効果等を慎重に検討する必要がある。その際には、加藤・村上（2016）*18が指摘す
るように、時間短縮、費用節減、安全性向上といった「直接効果」による便益評価にとどまらず、
交通インフラの整備が移動コストを低下させ、これが都市のアクセス性の向上につながり、ビジネ
スや観光等の面での魅力が高まり、人と情報が集まりやすくなって革新的アイデアが生まれやすく
なるなど都市圏全体の生産性向上に寄与する、といった「Wider Impact（広範な効果）」を検討対象
とすることも考えられる。

*13　http://www.mlit.go.jp/common/000214479.pdf
*14　平成 28 年 2 月 6 日付建設工業新聞。
*15　 同 協 議 会 の サ イ ト に、 経 緯 等 が 詳 し く 整 理 さ れ て い る。http://www.pref.wakayama.lg.jp/

prefg/020500/kosokuinfra/conference/index.html
*16　和歌山地域経済研究機構和歌山市交通まちづくり研究会編『第３回交通まちづくりシンポジウム報告書　和

歌山市の発展と都市間鉄道網－現状と今後の改善方向－』、平成 25 年 4 月。http://www.eco.wakayama-u.
ac.jp/wtkkk/pdf/report130309.pdf

*17　毛海千佳子（2015）「航空旅客視点の国際拠点空港への鉄道アクセスの利便性について」、『KANSAI 空港
レビュー』443 号、pp.32-35

*18　加藤浩徳・村上迅（2016）「空港アクセス鉄道と都市の国際競争力　－巨額投資は都市の経済生産性を上
げるのか？」『ていくおふ』No.144、pp.20-29
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関西エアポート株式会社は、1 月 18 日、「第 2 ターミナルビル（国際線）」を竣工し披露宴を開
催した。

関西エアポート
第 2 ターミナルビル（国際線）開業披露パーティー

TOPICS　

開会挨拶
山谷佳之社長CEO

開会挨拶
エマヌエル・ムノント
副社長Co-CEO

写真提供　関西エアポート株式会社

末松信介（国土交通副大臣）、北側一雄（衆議院議員与党関西国際空港推進議員連盟会長代理元国土交通大臣）、松井一郎（大阪府知
事）、下　宏（和歌山県副知事）、森　詳介（関西国際空港全体構想促進協議会会長 公益社団法人関西経済連合会会長）、山谷佳之（関
西エアポート株式会社代表取締役社長CEO）、藤井比早之（国土交通大臣政務官）、阪口伸六（泉州市・町関西国際空港対策協議会会長 高
石市長）、藤原保幸（大阪国際空港周辺都市対策協議会会長 伊丹市長）、古川　実（大阪商工会議所副会頭）、エマヌエル・ムノン
ト（関西エアポート株式会社代表取締役副社長Co-CEO）、鶴保庸介（内閣府特命担当大臣）、千代松大耕（泉佐野市長）、竹中勇人
（泉南市長）、栗山美政（田尻町長）、蔭山秀一（一般社団法人関西経済同友会代表幹事）、春田　謙（新関西国際空港株式会社代表取
締役社長）、平垣内久隆（国土交通省航空局次長）、干山善幸（大阪航空局長）、辻　康二（関西国際空港長）、井上 慎一（ピー
チ・アビエーション株式会社代表取締役CEO）、徐　進（春秋航空日本支社長）、樋口　靖（株式会社熊谷組代表取締役社長CEO）、半田
容章（株式会社民間資金等活用事業推進機構代表取締役社長）、吉田昌功（近鉄グループホールディングス株式会社代表取締役社長）、山中
　諄（南海電気鉄道株式会社取締役会長）、角　和夫（阪急阪神ホールディングス株式会社代表取締役社長）、片岡和行（株式会社池田泉
州銀行代表取締役会長）、池田博之（株式会社りそな銀行代表取締役副社長兼執行役員）　  

鏡開き
数多くの方々に関西国際空港への

ご支援を賜っています。
この誌面で参加者全員の

ご紹介をさせていただきました。
（順不同、敬称略）



　KANSAI 空港レビュー 2017. Feb　27

新ターミナルビルの特徴と期待
旧来の第 2 ターミナルビルはピーチ・アビエーションが国内・国際線を単独で使用していたが、「国

際線ターミナルビル」が新設され、1 月 28 日から稼働した。名称は当初計画では「第 3 ターミナ
ルビル」だったが、既存棟の拡張と位置づけて「第 2 ターミナルビル（国際線）」とした。

第 2 ターミナルビル全体で航空機が止まるスポットは現在の 10 カ所から合計 21 カ所に増え、
受け入れ能力は現在の年間 400 万人から 800 万人以上に拡大する。ピーチ・アビエーションが開
業と同時に使用し、中国の春秋航空は中国の春節による繁忙期を第 1 ターミナルで乗り切って、3
月から第 2 ターミナルビルを使用するそうである。

新ターミナルビルの特徴は、関西エアポート社の筆頭株主である「ヴァンシ・エアポートとオリッ
クスの経験値を積極的に盛り込んだ」（エマヌエル・ムノント副社長 Co-CEO）。新ターミナルビルは
昨年 3 月まで運営していた新関西国際空港会社時に建設着工したが、昨年 4 月から運営を引き継いだ
関西エアポート社が、日本初の技術を生かし非航空系収益力を高くする観点から大幅な変更を行った。
免税区域に入る前の保安検査場に「スマートセキュリティー」システムを採用し、手荷物検査のレー
ンが 17 メートルと一般的なものより 10 メートル長くして、いままでより多くの人が一度に使用でき
るようにした。手荷物などを入れるトレーも大きくして搬送も自動化し、係員を利用者の誘導や検査
に振り向けられるようにした。

検査場での待ち時間は最大 3
分の 2 に短縮され、免税区域
の「ウォークスルー型」と呼ぶ
商業エリアに利用者を送り出
すのである。免税区域は売り場
面積 1,090 平方㍍と単独とし
ては国内最大級で、多くの商品
が並ぶ折れ曲がった通路の間を
利用者が歩いて通り、店ごとの
壁がなく商品を見渡しやすくし
て、滞在時間を増やして買い物
を促す効果を見込む。空港経営
では着陸料など航空会社から受 ウォークスルー型ショッピングエリア

第2ターミナルビル配置図
資料提供　関西エアポート株式会社

資料提供　関西エアポート株式会社ウォークスルー型ショッピングエリア 資料提供　関西エアポート株式会社
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け取る収入以外に、物販や飲食など「非航空系」と呼ぶ収入をいかに増やすかがカギを握る。新ター
ミナルビルに盛り込んだ施策はいずれも日本初の技術を使って非航空系収入を拡大させる。

当面はピーチと春秋が利用する予定だが、ピーチの井上慎一 CEO は「関西は潜在需要が大きく、
増便や新路線を考えていきたい」と述べ、他の LCC の航空会社も利用希望があるそうだ。「将来は
第 2 ターミナルで国内・国際線の乗り継ぎがポピュラーになると期待している。」と山谷佳之社長
CEO は語っている。
第2ターミナルビル国際線店舗配置図

第 2 ターミナルビル国際線店舗出店一覧
エリア 区分 No. 店　　舗　　名 業　態 概　　　　　要

一
般
エ
リ
ア

サ
￨
ビ
ス

① エクスコムグローバル関西空港
第 2 ターミナル出発ゲート

通信機器
レンタル WiFi ルーター等の通信機器レンタル、SIM カードの販売を行います。

⑧ エクスコムグローバル関西空港
第 2 ターミナル到着ゲート

通信機器
レンタル WiFi ルーター等の通信機器レンタル、SIM カードの販売を行います。

② 三井住友銀行関西国際空港
第三外貨両替コーナー 外貨両替 外貨両替業務を行います。

⑥ 三井住友銀行関西国際空港
第二外貨両替コーナー 外貨両替 外貨両替業務及び徴税業務を行います。

⑨ 関西ツーリストインフォメーションセン
ター関西国際空港第 2 ターミナルビル店 観光案内 関西及び全国の広域の観光情報を多言語で案内します。また、外国人向けの鉄

道パスや各種交通機関のチケットを販売します。

④ 観光情報プラザ 関空まち処 観光案内 関西空港周辺の観光案内、宿泊・交通情報の提供を多言語で行います。また泉
佐野市の特産品等の展示、販売も行います。

⑤ 日本春秋旅行 観光案内 春秋航空をご利用のお客様向けに観光情報の提供やアクセスチケットの販売を行います。

⑦ リムジンバス案内カウンター アクセス 関西空港リムジンバスの乗車券類の発売やバスに関する情報の提供（一部サイ
ネージ使用 ) を行います。

③ 海外旅行保険自動引受機 海外旅行保険 －

国
際
線
制
限
エ
リ
ア

免

税

⑩ KIX DUTY FREE
 第 2 ターミナルビル店

総合免税
物販

関西国際空港の中で最大の広さを誇る“ウォークスルー型”免税店。香水化粧品、酒、
たばこ、お菓子、雑貨、家電等 1 か所で多種多様な商品を販売する“ワンストップショッ
ピング”を基本コンセプトとし、日々変化するお客様ニーズに応えていきます。

⑯ KIX DUTY FREE WATCHES 時計 SEIKO、CASIO、シチズン等国産時計に加え、ロンジン、ラドー、ティソ、ミドーを代表
とするスイス時計、ファッション、スポーツ時計を豊富に取り揃えた時計専門店です。

⑮ Fuchsia by peach 国際ゲート店 総合免税
物販

お店の内装から商品ラインナップまで、「Peach らしさ」をコンセプトに作ったお
店です。ピーチオリジナルグッズから免税初出店のビューティーブランドまで幅
広く取り入れ、従来の空港免税店にはない店舗になっております。

物

販

⑰ アプローズ 
第 2 ターミナル国際ゲート店 土産物等 関西で人気の和菓子や洋菓子に加え、白い恋人、東京ばな奈、ロイズなどの日

本を代表とする商品を取り揃えたブランド菓子の専門店。

⑭ ココカラファイン
関空第 2 ターミナル出国店 ドラッグ

医薬品・サプリメント・化粧品・旅行用品など、海外旅行の必需品から、海外
からのお客様に喜ばれるお土産として人気の高い商品等幅広く取り揃えたド
ラッグストアです。

⑪ Daily SKY キオスク
ご旅行に必要な身の回り品、機内を快適に過ごせる日用品、軽食、飲料、各種
携行品、便利商品、匠商品、地方のお土産を取りそろえ皆様の快適な旅行のお
手伝いが出来るキオスクです。

飲
食

⑫ nana's green tea カフェ 抹茶ラテや抹茶スイーツ・どんぶりなど、抹茶と米を主軸に日本の食文化を現
代的にアレンジし、カジュアルに提供する和カフェです。

⑬ 大阪ゴチ食堂 総合
レストラン

モーニングからディナータイムまでお客様の利用時間に合わせて、たこ焼きや串
カツ等大阪の味を中心に様々なメニューを取り揃えた総合レストランです。

サー
ビス

⑱ 外貨自動両替機 外貨両替 －
⑱ セブン銀行 ATM ATM －

物販店イメージ図
Fuchsia by peach 国際ゲート店

資料提供　関西エアポート株式会社
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今後の、航空機産業の発展には、航空機を安全に運航させるための整備が不可欠です。航
空機の市場は、欧米地域からアジア地域での発展が予想されており、わが国においても MRO

（Maintenance、Repair ＆ Overhaul の略：航空機整備事業）を新たな成長産業として育成してい
くことが望まれています。

この度は、MRO Japan 株式会社様のご厚意で、機体整備工場の見学会を開催いたしました。参
加希望者が多く、見学日を 2 日間にしていただきました。

MRO Japan株式会社は、（旧ANAベースメンテナンステクニクス㈱を発展させ）ANAホールディ
ングス㈱ 100% 出資で設立された航空機の整備会社です。

●見学先	 MRO Japan 株式会社（大阪事業所：大阪府豊中市箕輪 3-8-1）

	 ※一般の方は許可なしに立ち入ることはできません。

●開催日	 2017 年 1 月 20 日（金）、1 月 26 日（木）13:30 〜 16:00
　  13:30	 集合：伊丹空港
　  13:30	 出発（徒歩約 20 分）
　  13:50	 MRO Japan 株式会社 大阪事業所 北門着
　  14:00	 ANA グループ所有機体等の説明
　  14:20	 機体整備工場（格納庫）見学、離着陸風景見学
　  15:30	 見学終了（徒歩で伊丹空港へ）
　  16:00	 解散（伊丹空港）
●参加者	 1 月 20 日 32 名
	 1 月 26 日 34 名

MRO Japan 伊丹空港 機体整備工場見学会レポート

TOPICS　

会議室での説明風景
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MRO Japan 伊丹空港 機体整備工場
航空機の整備は、A 整備（A check  500 〜 1,000 飛行時間毎に行われる整備で、一晩かけて整

備される）、C 整備（C check 4,000 〜 6,000 飛行時間毎に行われる整備で、約 10 日間かけてパ
ネルや部品を取り外し本格的に行われる整備）、重整備（HMV: ヘビー・メンテナンス・ビジットの
略、約 6 年経つと実施される整備で、機体構造の点検・防蝕作業等を行う）の 3 段階があるそうです。

ANA の機体整備工場は、羽田空港と伊丹空港の 2 ヶ所にあります。羽田空港の機体整備工場は
ANA の事業として継続されますが、伊丹空港の機体整備工場は、MRO Japan 株式会社の事業として、
数年後に伊丹空港から那覇空港に移転され三菱航空機 MRJ 等の整備も行うことになるそうです。

伊丹空港の整備工場は、大型機用（B747、B777）中型機用（B787）小型機用（B737、
A320）及び機材の塗装を行っているそうです。ANA 関連 LCC 航空会社のピーチやバニラの小型
機（A320）整備もされているそうです。我々が見学したときは、ボンバルディア製のプロペラ機
の整備（C 整備）とエアバス製 A320 バニラ・エア社の整備（C 整備）が行われていました。

ご案内いただきました ANA グループの皆様に謝意を申し上げます。

機体整備時は車輪では支えられな
いので機体自体を持ち上げる。
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※関西空港には平成19年6月までは大阪航空貨物出張所を含んでいたが、平成19年7月以降は関西空港税関支署のみを計上。
　前年比は同支署分との比。
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平成23年6月20日　大阪税関・発表資料より

【参考】http://www.osaka-customs.go.jp/

大阪税関貿易速報［関西空港］ （平成23年5月分）
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平成23年6月29日　関西国際空港株式会社・発表資料より

【参考】http://www.kiac.co.jp/pr/pr.htm

1．乗入便数のその他には空輸機・燃料給油機・プライベート機・特別機等を含む。
2．国際線旅客数は、大阪入国管理局関西空港支局発表数値を参考に算出。    3．国際貨物量は、大阪税関公表の関西国際空港航空機積卸貨物量。

○発着回数137.2便/日（対前年比96％）
 国際線：96.0便/日
 （対前年比 96％）
 国内線：   41.2便/日
 （対前年比 96％）

○旅客数　31.7千人/日（対前年比85％）
 国際線： 21.6千人/日
 （対前年比 82％）
 国内線： 10.1千人/日
 （対前年比 93％）

○貨物量 1,872t/日 （対前年比97％）
 国際貨物： 1,773t/日 （対前年比   97％）
 　積  込  量： 817t/日  （対前年比   92％）
 　取  卸  量： 956t/日  （対前年比102％）
 国内貨物： 100t/日 （対前年比 104％）

貨物量について
国際貨物量につきましては、18ヶ月ぶりに前

年を下回りました。積込は19ヶ月ぶりに前年を
下回りましたが、取卸は18ヶ月連続で前年を上
回りました。

国内貨物量につきましては、2ヶ月ぶりに前
年を上回りました。

乗入便数について
国際線につきましては、旅客便は前年を下回りましたが、貨物

便は14ヶ月連続で前年を上回りました。
国内線につきましては、旅客便、貨物便ともに前年を下回りま

した。

旅客数について
旅客数につきましては、引き続き震災、原発事故による旅行

回避の影響を受け、外国人旅客を中心に前年を下回りました。
また、台北・ニューヨーク線の就航により、通過旅客は増加

しました。

2011 年度（平成 23 年度）5 月運営概況（速報値）　

○発着回数 14,924 回（前年同月比 104％）

	 国際線：	 11,017 回
		   （前年同月比 106％）
	 国内線：	 3,907 回	
		  （前年同月比 98％）

○旅客数 2,061,846 人	（前年同月比 107％）

	 国際線：	 1,555,278 人
		  （前年同月比 110％）
	 国内線：	 506,568 人
		   （前年同月比 99％）

○貨物量	 70,278t	（前年同月比	115％）
	 国際貨物：	 68,468t	（前年同月比	116％）
	   積  込  量：	 31,560t 	（前年同月比	114％）
	   取  卸  量：	 36,908t 	（前年同月比	118％）
	 国内貨物：	 1,810t	（前年同月比	82％）

2017 年 1 月 25 日　関西エアポート株式会社・発表資料より

関西国際空港 2016 年暦年運営概況（速報値）
【参考】http://www.kansai-airports.co.jp/company-profile/about-airports/itm.html

1．発着回数には空輸機・燃料給油機・プライベート機・特別機・回転翼機等を含む。
2．国際線旅客数は、大阪入国管理局関西空港支局の発表資料を基に算出している。
3．国際貨物量は、大阪税関公表の関西国際空港航空機積卸貨物量による。

発着回数について
国際線、国内線の合計発着回数は前年比 108％の 177,109 回と過
去最高を更新しました。国際線は前年比 115％の 129,210 回と、
過去最高を更新しております。国内線は前年比 93％の 47,889 回
となっております。

旅客数について

貨物量について
国際線貨物量は前年比102％の709,811tとなっ
ております。

○発着回数 177,109 回（前年比　108％）

	 国際線：129,210 回	
		   （前年比 115％）
	 国内線：47,899 回	
		  （前年比 93％）

○旅客数 25,232,279 人	（前年比　109％）

	 国際線：	18,756,086 人
		  （前年比 115％）
	 国内線：	 6,476,193 人
		   （前年比 93％）

○貨物量	 729,085t	（前年比	 101％）

	 国際貨物：	 709,811t	（前年比	 102％）
	   積  込  量：	 336,679t 	（前年比	 101％）
	   取  卸  量：	 373,132t 	（前年比	 102％）
	 国内貨物：	 19,274t	（前年比	 88％）

国際線、国内線の総旅客数は格安航空会社（LCC）を中心に増便が相次ぎ、
前年比 109％の 25,232,279 人と 2 年連続で過去最高を更新しました。国際
線の旅客数は前年比 115％の 18,756,086 人で、このうち外国人旅客数は前
年比 121％の 12,166,984 人といずれも過去最高を記録しております。日本
人旅客数は前年比 105％の 6,376,888 人と 4 年ぶりに前年を上回りました。

 発着回数について

2017 年 1 月 25 日　関西エアポート株式会社・発表資料より

関西国際空港 2016 年 12 月運営概況（速報値）
【参考】http://www.kansai-airports.co.jp/company-profile/about-airports/itm.html

1．発着回数には空輸機・燃料給油機・プライベート機・特別機・回転翼機等を含む。
2．国際線旅客数は、大阪入国管理局関西空港支局の発表資料を基に算出している。
3．国際貨物量は、大阪税関公表の関西国際空港航空機積卸貨物量による。

国際線、国内線の合計発着回数は前年同月比
104％の 14,924 回を記録しております。国
際線については前年同月比 106％の 11,017
回を記録しております。

 旅客数について

貨物量について
国 際 線 貨 物 量 は 前 年 同 月 比 116 ％ の
68,468t と前年を上回っております。

国際線、国内線の合計旅客数は前年同月比 107％の 2,061,846 人を
記録しております。
内訳として国際線の外国人旅客数は前年同月比 112％の 998,260 人、
日本人旅客数は前年同月比 106％の 537,590 人となっております。
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2017 年 1 月 25 日　大阪税関・発表資料より

【貿易額】（単位：百万円、％）

輸　出 輸　入 バランス
（△は入超）前年比 全国比 前年比 全国比

近 畿 圏 1,418,459 106.0 21.2 1,129,274 96.3 18.7 289,185

管 内 918,407 110.2 13.8 854,607 96.6 14.2 63,800

大 阪 港 307,671 106.9 4.6 369,766 92.3 6.1 △ 62,095

関 西 空 港 479,679 110.8 7.2 293,667 102.3 4.9 186,012

全 国 6,679,021 105.4 100.0 6,037,588 97.4 100.0 641,433

【空港別貿易額】（単位：百万円、％）

輸　出 輸　入 バランス
（△は入超）前年比 全国比 前年比 全国比

関 西 空 港 479,679 110.8 7.2 293,667 102.3 4.9 186,012

成 田 空 港 936,896 129.9 14.0 999,465 93.0 16.6 △ 62,569

羽 田 空 港 40,375 137.7 0.6 80,073 164.0 1.3 △ 39,698

中 部 空 港 76,543 95.7 1.1 73,918 88.6 1.2 2,625

福 岡 空 港 108,232 151.0 1.6 43,190 123.1 0.7 65,041

新 千 歳 空 港 3,138 118.4 0.0 1,519 134.9 0.0 1,618

大阪税関貿易速報［関西空港］	 2016 年 12 月分

2017 年 1 月 25 日　大阪税関・発表資料より

【貿易額】（単位：百万円、％）

輸　出 輸　入 バランス
（△は入超）前年比 全国比 前年比 全国比

近 畿 圏 14,849,153 92.4 21.2 13,003,695 85.6 19.7 1,845,458

管 内 9,629,527 93.2 13.7 9,833,871 85.7 14.9 △ 204,343

大 阪 港 3,144,508 92.0 4.5 4,339,051 86.8 6.6 △ 1,194,543

関 西 空 港 5,081,924 95.8 7.3 3,534,343 90.5 5.4 1,547,581

全 国 70,039,236 92.6 100.0 65,965,133 84.1 100.0 4,074,103

【空港別貿易額】（単位：百万円、％）

輸　出 輸　入 バランス
（△は入超）前年比 全国比 前年比 全国比

関 西 空 港 5,081,924 95.8 7.3 3,534,343 90.5 5.4 1,547,581

成 田 空 港 9,034,966 101.4 12.9 11,309,242 89.7 17.1 △ 2,274,276

羽 田 空 港 333,144 82.3 0.5 693,163 116.1 1.1 △ 360,020

中 部 空 港 852,758 83.0 1.2 906,495 82.6 1.4 △ 53,737

福 岡 空 港 978,142 94.1 1.4 404,655 92.3 0.6 573,487

新 千 歳 空 港 28,571 86.1 0.0 16,281 113.3 0.0 12,290

大阪税関貿易速報［関西空港］	 2016 年暦年分
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 関西国際空港の出入 ( 帰 ) 国者数
大阪入国管理局　関西空港支局・発表資料より

外　　国　　人 日　　本　　人
合　計 （1 日平均）

外国人入国（1 日平均）外国人出国（1 日平均） 日本人帰国（1 日平均）日本人出国（1 日平均）
平 成 6 年 254,482 2,139 258,566 2,173 �940,315� 7,902� 955,393 �8,029� 2,408,756� 20,242
平 成 7 年 756,740� 2,073 �750,195� 2,055 �3,271,373 �8,963 �3,294,853 �9,027 8,073,161� 22,118
平 成 8 年 948,542 �2,592 �914,848 �2,500 �4,067,434� 11,113 �4,102,609 �11,209� 10,033,433 �27,414
平 成 9 年 1,079,427 �2,957 �1,027,910 �2,816 �4,316,824 �11,827 �4,320,636 �11,837� 10,744,797 �29,438
平成 10 年 1,079,290� 2,957 �1,022,094� 2,800 �4,054,740 �11,109 �4,045,772 �11,084� 10,201,896 �27,950
平成 11 年 1,112,468 �3,048 �1,079,403 �2,957 �4,251,949 �11,649� 4,226,223 �11,579 �10,670,043� 29,233
平成 12 年 1,194,740 �3,264� 1,158,019 �3,164� 4,598,347 �12,564 �4,646,518 �12,695 �11,597,624 �31,687
平成 13 年 1,198,460� 3,283 �1,152,108 �3,156 �4,152,997 �11,378 �4,118,258� 11,283 �10,621,823� 29,101
平成 14 年 1,177,532 �3,226� 1,119,898 �3,068 �3,809,221 �10,436 �3,829,030� 10,490 �9,935,681 �27,221
平成 15 年 1,112,229� 3,047 �1,057,401 �2,897 2,928,003 �8,022 �2,916,829� 7,991 �8,014,462 �21,957
平成 16 年 1,289,109� 3,522 �1,245,589 �3,403� 3,771,899 �10,306 �3,755,088 �10,260� 10,061,685 �27,491
平成 17 年 1,369,514 �3,752 �1,327,750 �3,638 �3,861,466� 10,579� 3,861,860 �10,580 �10,420,590 �28,550
平成 18 年 1,505,025� 4,123 �1,431,800 �3,923� 3,852,179� 10,554� 3,861,140 10,578� 10,650,144 �29,178
平成 19 年 1,662,378 4,554 1,584,128 4,340 3,676,627 10,073 3,687,939 10,104 10,611,072 29,071
平成 20 年 1,652,085 4,514 1,568,513 4,286 3,342,988 9,134 3,336,644 9,117 9,900,230 27,050
平成 21 年 1,357,556 3,719 1,332,025 3,649 3,188,812 8,736 3,184,158 8,724 9,062,551 24,829
平成 22 年 1,751,906 4,800 1,736,108 4,756 3,353,402 9,187 3,349,189 9,176 10,190,605 27,919
平成 23 年 1,343,897 3,682 1,363,251 3,735 3,396,026 9,304 3,388,895 9,285 9,492,069 26,006
平成 24 年 1,795,222 4,905 1,778,162 4,858 3,616,472 9,881 3,622,975 9,899 10,812,831 29,543
平成 25 年 2,326,263 6,373 2,285,785 6,262 3,433,700 9,407 3,439,358 9,423 11,485,106 31,466
平成 26 年 3,173,759 8,695 3,104,778 8,506 3,248,983 8,901 3,224,562 8,834 12,752,082 34,937
平成 27 年 5,012,402 13,733 4,974,063 13,628 3,045,982 8,345 3,028,657 8,298 16,061,104 44,003
平 成 28 年 1 月 482,220 15,560 467,450 15,080 260,890 8,420 243,920 7,870 1,454,480 46,920

平 成 28 年 2 月 502,930 17,340 532,020 18,350 232,990 8,030 249,720 8,610 1,517,660 52,330
平 成 28 年 3 月 517,180 16,680 459,840 14,830 322,450 10,400 298,130 9,620 1,597,600 51,540
平 成 28 年 4 月 557,170 18,570 591,900 19,730 200,530 6,680 225,040 7,500 1,574,640 52,490
平 成 28 年 5 月 470,770 15,190 468,920 15,130 252,760 8,150 227,910 7,350 1,420,360 45,820
平 成 28 年 6 月 512,100 17,070 486,630 16,220 239,200 7,970 237,680 7,920 1,475,610 49,190
平 成 28 年 7 月 579,850 18,700 575,740 18,570 255,540 8,240 262,590 8,470 1,673,720 53,990
平 成 28 年 8 月 518,880 16,740 554,480 17,890 334,370 10,790 340,540 10,990 1,748,270 56,400
平 成 28 年 9 月 460,420 15,350 430,260 14,340 296,720 9,890 284,170 9,470 1,471,570 49,050
平成 28 年 10 月 505,750 16,310 502,470 16,210 266,890 8,610 267,650 8,630 1,542,760 49,770
平成 28 年 11 月 484,440 16,150 482,430 16,080 268,890 8,960 270,800 9,030 1,506,560 50,220
平成 28 年 12 月 498,590 16,080 499,670 16,120 258,730 8,350 278,860 9,000 1,535,850 49,540
平 成 28 年 累 計 6,090,300 16,640 6,051,810 16,540 3,189,960 8,720 3,187,010 8,710 18,519,080 50,600
平 成 29 年 1 月 585,280 18,880 539,440 17,400 280,270 9,040 240,070 7,740 1,645,060 53,070
平 成 29 年 累 計 585,280 18,880 539,440 17,400 280,270 9,040 240,070 7,740 1,645,060 53,070
前 年 同 期 482,220 15,560 467,450 15,080 260,890 8,420 243,920 7,870 1,454,480 46,920
対 前 年 同 期 比 121.4％ 115.4％ 107.4％ 98.4％ 113.1％
※外国人入出国者数には、協定該当者を含み、特例上陸許可は含まれない。
※平成 6 年の数値は、開港（9 月 4 日）以降の総数である。
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関西 3 空港と国内主要空港の利用状況 2016 年 12月実績【速報】

( 一財 ) 関西空港調査会 調査研究グループ 調べ

区　分 空港名 国　際　線 国　内　線 合　　計前 年 同 月 比 前 年 同 月 比 前 年 同 月 比

発着回数
（回）

関西 3 空港 11,017 105.6% 18,165 97.6% 29,182 100.5%
関 西 11,017 105.6% 3,907 98.3% 14,924 103.6%
大阪（伊丹） 0 　　　－ 11,854 98.7% 11,854 98.7%
神 戸 0 　　　－ 2,404 91.8% 2,404 91.8%

成 田 16,382 105.8% 4,380 105.0% 20,762 105.7%
中 部 3,134 96.0% 5,083 98.6% 8,217 97.6%

旅客数
（人）

関西 3 空港 1,555,286 109.7% 1,995,017 105.3% 3,550,303 107.2%
関 西 1,555,278 109.7% 506,568 99.4% 2,061,846 107.0%
大阪（伊丹） 0 　　　－ 1,258,323 106.0% 1,258,323 106.0%
神 戸 8 　　　－ 230,126 116.0% 230,134 116.0%

成 田 2,647,490 105.9% 576,547 105.5% 3,224,037 105.8%
東京（羽田） 1,328,849 116.2% 5,209,936 104.4% 6,538,785 106.6%
中 部 398,200 100.0% 440,026 105.4% 838,226 102.8%

貨物量
（トン）

関西 3 空港 68,468 116.5% 14,901 95.5% 83,369 112.1%
関 西 68,468 116.5% 1,810 82.3% 70,278 115.2%
大阪（伊丹） 0 　　　－ 13,091 97.7% 13,091 97.7%

成 田 188,830 114.1% 　　　－ 　　　－ 188,830 114.1%
東京（羽田） 49,456 150.8% 75,007 96.0% 124,464 112.2%
中 部 13,837 105.5% 2,389 93.6% 16,226 103.6%

注１．羽田の発着回数と成田の国内貨物量は速報で公表していないため掲載していない。
注２．神戸の発着回数は着陸回数を２倍して求めた数値。神戸の貨物量は実績が無いため掲載していない。
注３．速報値であり、確定値とは異なることがある。
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